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4，152人

12．0％

数字は

　百歳以上の長寿者数

65歳以上の人口に占める比率

財団法人中部産業・労働政策研究会



表紙の数字

表紙の数字の分子は，厚生省発表の平成4年度百歳以上長寿者数（’92．9，8発表）

　　　　　　分母は，平成2年実施の国勢調査による人口に占める65歳以上比率

　日本全体の高齢化の指標である65歳以ヒの人日比率は，平成4年9月の総務庁発表

によると，ついに13％になったという。この数字は，スウェーデン17．8，イギリス

15．6，ドイツ14．9，フランス14，イタリア13．7％という欧州各国には及ぼないが，ア

メリカ合衆国の12．5％よりも高い値であり，約30年後には25％（国民の4人に一人）

になると予想されている。この急速な高齢化社会に対する対策が急がれる。

　また，百歳以Lの長寿者は初めて4千人を越えた。日本全体の県別の特徴は，人口

あたりの長寿者比率は「西高東低」となっている。例えば，人口10万人当たりの百歳

以ヒの長寿者の全国平均は，3．3人であるが，沖縄県15人，高知県9人，鳥取県8．9

人，熊本県6．7人など九州・四国・中国地方が多い。また少ない県では，埼天県1．2

人，大阪府1。7人，栃木県1．8人，青森県1．9人などとなっている。

一 データの細部一

　A
人口・千人

B65歳以L

人口・千人

高齢化率

B／A％

C百歳以ヒ

長寿者人数

10万人あたり

長寿者数・人

愛　知　県 6，691 656 9．8 156 2．33

岐　阜　県 2，067 263 12．7 64 3．10

二重　県 1，793 243 13．6 55 3．07

石　川　県 1，165 161 13．8 28 2．40

富　山　県 1，120 169 15．1 37 2．30

福　井　県 824 127 14．8 24 2．91

1以尉 13，660 1，614 ll．8 364 2．66

全　　　国 123，611 14，895 12．0 4，152 3．36

注1．A．　Bの値は，平成2年実施の国勢調査値。従って，高齢化率の最新値
　　　13％と表の12．0％は，一致しない。
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巻頭言

高齢者雇用を考える

　人生80年時代，会社の定年は55歳から60歳

に延びてきたが，すぐさま年金生活に入るに

は定年後が長すぎる。若い人の重荷にならず

「もう一つの人生」を充実させたいのは，誰

もの願いだろう。

　昭和50年代の初めには55歳定年が主流を［li

めていた。現在60歳定年をとる企業は85％程

度，予定している企業を含めると90％を超え

ている。最近65歳定年を導入する企業も出始

めているが，まだ少数派で定年退職者が再雇

用を望んでも機会が少ないのが実態である。

　団塊の世代が高齢者になる211H：紀には定年

退職者が急増する。労働省は，その時までに

現在進めている平成5年度60歳定年の完G定

着を達成すると共に，希望者全員が働くこと

のできる継続雇川制度の普及促進により「65

歳までの同一企業，または同一グループでの

継続雇川」を実現しようとしている。

　通産省の諮問機関である産業構造審議会・

生涯学習振興部会は，この程高齢化社会に対

応した社会制度のあり方に関する報告書をま

とめ，高齢者が望めば何歳でも就業できる

「エイジレス雇川制度」の導入を提言してい

る。独、ンニして商売している人達に定年がない

ようにサラリーマンでも経験や知識を生かせ

（財）中部産業・労働政策研究会

　理事長梅村志郎

ば，高齢でも仕事ができるはずだ。そのため

に企業が白主的な形で短時間勤務，フレック

ス・タイム制などを導人して労働時間を弾力

的にしたり，専門職制度の採川など雇川形態

を支柱にして，高齢者が働き続けやすい環境

をつくることが必要だとしている。

　高齢者雇用にとかく消極的な面が見られた

口経連も「労働力，雇用問題研究プロジェク

ト」の最終報告書（5月発表）で，「高齢者を

活川するという企業風十一を確、Zし，仕事の内

容や能力開発，健康管理など巾広い視点から

その活川等を検討すべきである」との見解を

まとめている。

　あらためて言うまでもなく，日本の総人口

は2011年をピークに減少に転じ，2018年には

65歳以llの高齢者の割合いが25％を超えると

されている。目先はともかく労働需給の将来

を考える場合，人li構成の高齢化という1’1然

的な供給制約もあって人r・不足気味に推移す

ることが想定される。

　より早いスピードで進む高齢化，加えて厚

生年金財政などを考慮に人れると60歳までの

定年延長だけでは不卜分といえる。何等かの

形で65歳までの雇川の場を確保することが必

要であろう。そのために各企業において高齢
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名の意欲と能力が充分発揮できる雇川システ

ムを確、ンニし，社会的なシステムとして定着さ

せることが必要である。こうした問題につい

て多くの提、言がされており，こ1をll：者の認識も

高まってきているが，それは長期的な方向づ

けといったものである。

　現に高齢者は生れているが本格的な高齢化

社会に入っていないから，それ程深刻ではな

く施策も本格的なものになっていないのが実

態といえる。

　若者が豊富な時代につくられた雇川システ

ムや賃金体系を，高齢者が増え若者が減るII寺

代に合せて変えていくことはそれ程簡単なこ

とではない。

　個別企業の現揚でそれに向かって具体的に

どう動かしていくかということになると，現

状をしっかりと踏まえたうえで取り組まなけ

ればならない。前述のようにすでに60歳定年

を実施している企業は多いが，その実態は人

串：の停滞や賃金負担の増大をできるだけ抑制

する緊急対策として，定年年齢は60歳になっ

ていても，人事」：ないし賃金Ilはそれよりも

低い50歳あるいは55歳で別建ての体系を取っ

ているところが多い。役職定年（この年齢に

なると役職を免じられる），別建ての高齢者

川の賃金体系の適川がおこなわれ，多くの揚

合，賃金もベースダウンするのが普通である。

　高齢者問題への対応は，年金の支給開始が

やがて65歳からになる。定年延長などにより

65歳までの雇川が当り前になる。高齢者向き

の職場，職務開発のための投資は必要不”∫欠

のものになるという認識が定着する。こうし

たことを念頭においた雇川戦略を、71てる必要

がある．その手始めとして，今目企業労使が

考えなければならないことは，60歳定年の完

全定着をはかることではないだろうか、、それ

は，定イト年齢を60歳とするだけではなく「定

年まで第一線で活躍する」ことを目標とした

職務再設計，処遇革新を進めることである。

　高齢者でも楽に仕事ができるように設備の

合理化や工程の組み替えなど職場改鯵をおこ

ない，高齢者が若い人と一緒になって働ける

仕組み，職場をつくることである。そうした

基盤のLに60歳以Lの高齢者に引続き就労機

会を提供することになれば，定年退職者のも

つ技術や公的資格を会社ニーズにそって活川

することが可能である。それだけではない，

こうした仕組みを確、ン1することは社員の生涯

福祉の増進，実りある人生への寄ケという面

で大きな効果を生みだすことになる。

　60歳定年を完全定着させることは，高齢化

社会にll，」けた適切な雇川戦略の出発点といえ

る。
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発　言

高齢社会と

　　　『グリム童話』

　　轟沸

日本労働ペンクラブ幹事

労働評論家

　　芦　村　庸　介

　20年前にアメリカ労働省人的資源局が発行

した『退職者よ仕事に帰れ』と題するパンフ

レットのなかでは，若い人の力を高く評価す

る一方で，高齢者のもつ熟練，経験，知識を

必要とする社会の到来を強調していたことを

想い出す。たしかこのなかで「セルバンテス

は70歳のとき『ドン・キホーテ』を完成，

ゲーテは82歳で『ファウスト』を書き11げ，

バーナード・ショウは傑作『セント・ジョア

ン』を67歳で書いた」という事例を引用，「働

け，働け」とよびかけていたのが印象に残っ

ている。高齢化社会の到来は現実であり，高

齢者が元気で働き続けることは現代社会の要

請でもあるから，そのこと自体には何の反論

もなかろう。だが，作家や芸術家，医師や弁

護Iiなど特定の専門職である人びとを除い

て，通常のサラリーマンは，60歳を超えてな

お働く場所をみつけるとしても，何らかの組

織社会に組み入れられて働くわけだから管理

機構という束縛から逃がれて“白由人”とし

て勝手気ままに働くということはできない。

　H本の平均寿命が50歳をこえたのは，戦後
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の昭和22年（1947年）のことだが，昨年は平

均寿命が男76．ll歳，女82．11歳に達し依然と

して世界一の長寿国の地位を保っている。こ

の超スピードの高齢化は，9　J］末発表された

厚生省人口問題研究所のr日本の将来推計人

口」によると，2025年には’ド均寿命が男

78．27歳，女85．06歳へさらにイiliび，65歳以ヒ

の高齢者の割合は，90年の12．1％から2018

年には25．2％（約3，300万人）と四分の一を

こえるという。こうなってくると，高齢者雇

用の問題は現在の60～65歳までの問題ではな

く65歳以1z70歳代にまで及ぶことになりかね

ない。「人生50年」から「人生80年」時代を迎

えたわがII｛1社会での高齢者の“働き方”が課

題にあげられるのも当然の姿であるn公的年

金の支給開始年齢の60歳から65歳への引きL

げはもはや不μ∫避の情勢にあることも「高齢

者雇川」の拡大をうながす一要因である、

　問題は雇用あるいは就労の形態であり，い

かに健康に恵まれているからといっても管理

社会での週40時間労働は“残酷”であるか

ら，本人の希望でフリータイム労働にならざ



るを得ないだろうが，アルバイト，フリー

ターならいざしらず，常川雇川となれば職場

管理上の問題，人と人との関係などさまざま

な摩擦要囚を内包することになる．いわゆる

「老害」問題もその一つだろう。

　長寿国になったとはいえ，すべての人が80

歳まで生きられるというわけではなく，常識

的にいえぽ「70歳」が一応の限界線と考えれ

ばよいのではないか。中国唐代の詩人杜甫が

「朝より回りて日々に春衣を典じ，毎目江頭

に酔を尽して帰る。酒債尋常行く処に有り。

人生七十占来稀なり」と詠んだのは彼が47歳

の時であったが，現代H本では今や「占稀」

はすでに吹っ飛んでしまった観が強い。

　しかし，人間の寿命70歳説は東洋のみでは

なく，1812年～22年にi二U行されたかの有名な

『グリム童話集』にも寿命についての面白い

話がある。これによると，神は人間を含むす

べての動物の寿命を30年に決めた。ところが

ロバが「30年間もムチ打たれて働き続けるの

はかなわない。18年でたくさんだ」と12年を

返11した。ついで犬が　吠えて走って30年は

長すぎる」といって12年をk張，18年を返上

した。最後にサルが［陽気にみえても内心は

悲嘆の一生。20年で結構」と10年を返Eした。

これを聞いていた欲張りの人間が神に動物た

ちが返Lした寿命を全部貰いうけたので40年

長くなり，人間だけが70年の寿命となったと

いうのである。この’i’／t話は現在の高齢化社会

を想定して書かれたものではないが，211111紀

をH前にした人間社会にみごとな示唆と教訓

をケえているように思う，、

　つまり，人間は30年までは人1kを楽しくす

ごすが，ロバが返iiした12年期（42歳まで）

には家族的責任，社会的責任を負わされ“働

きバチ”の生活を強いられる。犬が返11した

18年期（60歳まで）になると，会社では窓際

族，家庭では粗大ゴミ扱いで忍従の日々。こ

れがすぎてサルが返上した10年期（70歳ま

で）になると“老人ボケ”で使い道がなく介

護をうける状態になるということだろう。

　ロバや犬やサルのk張がなるほどとうなづ

けるところにグリムの調刺があるが，こうな

ると，人間も“働きバチ”の生薪雪は60歳まで。

あとは余命をじっくり楽しむという生き方も

あっていいことになる。

　高齢者雇川，高齢者労働を否定するもので

はないが，人間60歳をすぎれば，「自lll人」と

して趣味と実益のIH：界に生きることも大切な

ことだ。そのためには，20代，30代にイ1：，；ギ以

外の分野に老後のマルチ人間としての素養

（資格）を取得していることが前提。筆者は

本職は労働評論家だが，易学者でもあり，神

官でもあり，一級造園±でもあるから人生を

楽しんでいる。

　　　　　　　　【（財）中部産政研　顧問】

〔執筆者紹介〕…芦村庸介（よしむら　ようすけ）

略歴

　人IIヨ4年　III口県生まれ　昭和23年　東人卒，

　労働省労政局勤務　昭和34年　口本労働協会

　（現・ll本’〉働研究機構）に転じ，週間労働

　ニュース初代編集長。以降，同協会広報部長・

　監事・理事・顧問を歴任

　現在　労働評論家　労働運動記者会（三田クラ

　ブ）代表幹甫　日本労働ペンクラブ幹事

　著書：1連合司令部」「労組幹部」「労働運動の

　話」ほか多数
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寄稿1

長い蓄積を活かせる

新しい道の探求

高齢者の生きがいと働きがい一 灘
名占屋市立大学経済学部

教授西　田　耕　三

年齢に関係のない面とある面

　高齢者は何に生きがいと働きがいを求める

べきか。　　この一1つの問題はいずれも最終

的には当人たち自身が考え，決めるべき問題

である。だがハタからも，ある程度は参考に

なりそうなことを，多少とも言えるかもしれ

ない。そこでまず高齢者とは何か。

　「あなたは高齢者にはいるのです」　　大

学の事務の人から，事務ヒのことに関連して

事務的にこう言われて，私は非事務的に奇妙

な気持になった。が結局，「考えてみると，俺

も，もう53なのだから……ウン」と納得せざ

るをえない。それ以来しばらくは，この言葉

は，アリババの呪文のようによく効いていた。

だがビアガーデンで友人とビールをあおりつ

つ，「そんなことは考えるのをやめよう」と

いうことになっていったとき，この呪文はと

けた。

　閑話休題。誰が決めたのか知らないが，い

ちおう50歳以上はfj齢者ということになって

いるようである。だがすくなくとも個々人の

生きがいや働きがいを問題にするとき，この

ような人為的区分は不要だという面もある。

「何かにチャレンジしていく」とか「積極的

に生きる，働く」という心の姿勢をヤング・

マインドとよび，その反対をオールド・マイ

ンドとよぶことにしよう。すると「イト齢的に

はヤングでも心はオールド」という人もいれ

ぽ，その逆もあるからである。

　そうはいっても他方では，生きがいや働き

がいを考えるにあたって考慮にいれるべき高

齢者の特性や，かれらがおかれる固有の状況

というものもある。それらを列挙すると

　1．高齢者の特性

A．しばしば「会社人間」である。

B．30年以ヒにおよぶ仕事経験からの蓄積を

　もっている。

C．占い意識をもっている。その一つが，親

　や先生から「lI答えするな」といわれて

　育ってきたことからくる「長幼の序」の意

　識である。

　2．高齢者がおかれている状況

A．アトがあまりない。　　すくなくとも限

　られている。

B．職場でもどこでも，まわりは年ドばかり

　である。

　さて年齢からくるこのような特性と年齢に

関係のない部分の両方を考慮に人れると，ま

ず高齢者の生きがいについて，どんなことが

いえるだろうか。（なお，紙幅の都合卜JlC

と2Bは扱わない）。
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生きがい創出の基本原理

　高齢者がしばしばそうである会社人間の本

質はなんだろうか

　それは，近年よく使われるようになった言

葉でいえば，一種のアイデンティティの問題

であろう。「アイデンティティ」は，これに相

当する口本語がない言葉だが，それは「自分

は何者であるか」，つまり自分自身につい

ての「何物観」である。この英語に相当する

口本語がないということは，日本人のアイデ

ンティティの弱さを意味しており，それは日

本社会が非個人主義の社会であることと，密

接に関連していよう。

　それはともかく，会社人間のアイデンティ

ティは何か。

　この点に関連して以前によくいわれたこと

は，「あなたは何者だと問われたとき，アメ

リカのビジネスマンなら『私は技術者だ』と

答える。だが日本人は『××社の社員だ』と

答える」ということである。けれどもこの問

いへの答えは，状況いかんによる。問題は，

あなたをよく知っている親しい友人に「Z，は

何者だ」ともし問われたとしたら，二壽｝さど

う答えるかということである。

　あるとき親しい友人にこうたずねたとき，

彼は「ウーン，やはり『俺は××社の社員

だ』ということだろうな」と言った。これが

会社人間の本質だろうと思われる。

　さらに人によっては「私は××社の部長

だ」とも答える（すくなくとも思う）だろう。

この場合「どんな仕事をする部の」というこ

とは問題にされないので，社内のステータス

がこの人のアイデンティティになっていると

いえる。

　だが定年は，このようなアイデンティティ

を根こそぎうばい去ってしまう。するとあと

に残るのは，「〔］己喪失感」とでもよべるも

のである。

　この’1｛meを回避するには，われわれはみず

からのアイデンティティを，親しい友人にた

ずねられたときでさえも，「私は山田一郎だ」

と答えられるように（一言では，こうとしか

答えられない）変筆しなくてはならない。

　そのためには，自分が生きる世界を「会社

という世界」や「仕事の世界」だけではなく

て，もっともっと多元化する必要がある。そ

れには，自分が生きる新しい世界を開拓して

いこうというチャレンジ・マインドが不可欠

である。生きがいは「与えられるもの」では

もちろんなく，また「みつける（どこかにあ

るものを探して）」ものでさえないであろう。

それはチャレンジ・マインドによってみずか

ら作りだしていくものだと思われる。

　さて生きがい問題はこれくらいにして，残

りの部分では働きがいについて考えたい。

高齢者にふさわしい仕事は？

　前述したように高齢者の一つの特性は，長

い仕事経験からの蓄積をもつことであり，ま

たおかれている状況特性はアトが限られてい

るということである。この二つのことを考慮

にいれると，高齢者がなすべき仕事につい

て，以下のことがいえるであろう。

　仕事人生における高齢期は，作物の栽培に

たとえると収穫期に相当する。このばあい豊

かな収穫が可能になるのは，過去に長い種ま

き期と育成期があったからである。この期間

に相当するのは，過去の30年以Lにわたる仕

事経験の期間である。このようにみると，高

齢者が行なうのにふさわしい仕事は，過去の

仕肇経験からの蓄積をフルに活かせるような

仕事である。

　高齢者としては，このような仕事をするこ

とn体が大きな一つの働きがい（内生的，心

理的なもの）となるであろう。また会社側と

しても，高齢者の仕’罫をこのような観点から

とらえることによって，高齢者の有効活川が

可能になろう。

　では，高齢者の過去からの大きな蓄積が活

かせるような仕事とは，より具体的にはどん

なものだろうか。

　それは高齢者個々人のそれまでの仕事経歴

の内容いかんによって異なってくる。した
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がってこの問題を考えるさいにまずなされる

べきことは，各人がこれまでの自分自身の仕

事キャリアを列挙し，それらから自分が得た

ものは何かを　　できるなら人事スタッフの

助けも借りて　　分析することである。つい

で，このようにして明らかになった過去から

の蓄積を活かせる仕事は何かと考えるわけで

ある。

　ここで話を，個々人のレベルから，もうす

こし一般的なレベルへと移そう。

高齢者の蓄積を活かせる仕事は？

　これまでの日本企業で社員が勤続を重ねる

につれて蓄積してきたもの。このうちここで

問題にするのは，今後の仕事に直接・間接に

役立つ知識である。仕事経験は結局は，それ

から習得・体得された知識に集約される。こ

れはつぎの一：つのタイプに分けられる。

A．なんでも屋的蓄積……このタイプの知識

　蓄積は，入社後たとえば営業，人事，企画

　といったように，いろいろな領域の仕事の

　あいだを異動していく人のばあいにみられ

　る。

B．専門家型蓄積……たとえば入社後ずっと

　営業ひとすじだったという人が蓄積して

　いった知識はこれである。

　会社によっては，Bの蓄積をもたらすよう

な人材活川方針を全面的あるいは部分的に

とっているところもある。が，これまでの多

くの日本企業の特徴はAにあったといえよう。

　では，このような蓄積を高齢期になって活

かせる仕事にはどのようなものがあるか。こ

の問題は仕事からみた人材タイプの問題だと

いってもよい。これにはすくなくとも，つぎ

の三つがある。

1．ライン・マネジャー……担当部門をも

　ち，これを統括するためにマネジメントを

　行なう管理者（機能部門担当）や経営者

　（事業部門担当）がこれである。

ll．米欧型専門家……たとえば人’19といった

　特定の仕事領域に，狭く，しかし深く1享門

　化した人材

皿．創造マン……創造というイレli：（後述）に

　仕事上のアイデンティティをみいだしてい

　る人材

　これまでは多くの社員がライン・マネ

ジャーになることをめざした。その結果ポス

ト不足が生じた。これへの対策としてかなり

の口本企業が，ライン・マネジャーに代る人

材タイプとして米欧型専門家という代替物を

作ってきた。しかし企業のなかでは，医師，

弁護ヒ，会計i：といった社会的専門職が担当

するような深い専門的業務はごく限られてい

る。

　このこともあるが，主として今後の企業発

展にとっての重要性から考えて，筆者はこの

ところ，創造マンという人材コンセプトを提

唱している。

　これはしばらくおき，前述の二種の蓄積

と，ここで述べた」三種の人材タイプとの関係

を図示すると，ド図のようになる。

　　　　　　なんでも屋型　　　専門家型高齢者の

蓄積パターン゜’積　積

蓄積を活かせる
人材タイプ

　・・一・従来からのもの

一⇒・一・ 今後期待されるもの

米欧型

専門家

図　高齢者の蓄積を活かしうる人材タイプ

創造マンへのすすめ

　企業のなかでの創造としては，まずは新規

事業や新製品・新技術の開発があげられる。

しかしこれだけではなくて，さまざまな機能

業務領域において，その現状を改善，改革，

変筆，あるいは革新することもまた，一種の

創造タスクとしてとらえたほうがよい。とい

うのは，これらには共通性があるからである。

　その共通性とは，①新しいアイディア（考

え，構想）を生みだすことがlll核であるこ

と，および②そのアイディアを実現あるいは
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実行することによって，会社のいっそうの発

展，業績向上が期待できることである。従来

どおりの体制と方法で生産し販売するだけで

は，会社は発展するどころか，衰退していく

であろう。

　ところで一般に，ある領域を変革，革新す

るような新しいアイディアを生みだすには，

その領域についての深い知識を必要とする。

このことは，たとえば画期的なクルマのコン

セプトとその設計図（これらはアイディアで

ある）を生みだすには，自動車丁二学やその基

礎になる機械工学などの知識を必要とするこ

とを考えれば，容易に理解されよう。ことは

文科系の各領域でも1司じである。

　このような知識は，アイディア領域への

シーズ（タネ）である。

　そして前図に添っていえば，高齢者がもつ

シーズの内容が，なすべきアイディア創造の

領域を規定する。なんでも屋型シーズを保有

する人は，組織を横断するようなアイディア

創造をめざすべきである。専門家型シーズを

もつ高齢者は，彼のこれまでの専門領域でア

イディア創造に挑戦するのがよい。たとえぽ

営業領域のシーズをもつ人なら，新しい営業

のありかたを考えるというように。

　ltl分がシーズをもたない領域でアイディァ

創造に挑戦することには，新鮮な魅力があろ

う。しかしそれは，失敗に終る可能性が高い

はずである。

　ところで一般に働きがいには，「内生的」

なものと「外生的」なものとがある。創造に

挑戦し，それをなしとげることで得られる内

生的な働きがいは，知的な挑戦への歓びと達

成感である。外生的な働きがいは，それに

よって得られるべきボーナス（創造ボーナス

とよぶのがよかろう）である。

　もっともこれまでの日本企業では，創造を

なしとげても，この外生的働きがいは十分に

は得られなかった。社業への貞献という点か

らみて，経営者のそれをはるかに超える貢献

をなしとげた人は，従来から，研究開発領域

の人をはじめとして，いたであろう。だが彼

らがその貢献にふさわしく報いられたとは思

えない。

　このような現状が革新されなくてはならな

い。より具体的には，以Fのようなことが問

題になる。

1．創造を一つの重要な仕事および仕事の要

　素として認知すること

2．人事管理上，兼務あるいは専任の「創造

　職」というコンセプトを導入すること

3．今後は「ポストによって報いるのではな

　くて，広義の給料によってのみ報いる」と

　いう原則を確立すること

4．これからは給料決定を，ポストや地位，

　肩書きによって行なうのではなくて，純粋

　に個人がなした貢献（個人の純貢献）に

　よって行なうこと（紅織階層給あるいはス

　テータス給から純貞献給へ）

　これらによって，高齢者のみならず，それ

以外の社員も，創造へと方向づけられ，動機

づけられていくであろう。

〔執筆者紹介〕…西田　耕三（にしだ　こうぞう）

略歴

　1938年名古屋生まれ。

　1961年神戸大経営学部卒。1961～1963年松ド電
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　サーベイ，週休2F1制への対応策の研究。196

　3～1968年前記大学・大学院。1968～1972年愛

　知大法経学部專任講師，助教授。1971年経営学

　博i：号取得。1972年名IIゴ屋市立大経済学部助教

　授。1976年名古屋11∫、ン1大経済学部教授。現在に

　至る。
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　『トヨタの組織革新を考える一創造時代の組織
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　r創造体質への企業変革』東洋経済新報社
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寄　稿皿

高齢者の労働と
　　　　　　　　　　　　　健康

　財団法人労働科学研究所

瑛務理妻西岡　 昭

1　我国高齢労働人口の動態

　1991年10月lH現在の総人口は総務庁統計

局の「各年国勢調査報告」及び「1991年10Jl

lIl現在推計人口」によると表1の如くなっ

ている。ここから読みとれることは，65歳以

Lの老年人llの近年における急速な増人であ

る。たとえば1991年の値を前｛トの1990年と比

較すると年少人llの割合は0．5ポイント低ド

したが生産年齢人口の割合は0．3ポイント，

老年人口の割合は0．6ポイントL昇している

ことが示されている。

　又老年化指数の近年における急激な増大も

眼をひくところである。

　次に労働力人Nの推移を総務庁統計局の資

料（表2）によってみることとしよう。

表1　わが国の人口の年齢3区分別人口・構成割合及び諸指標s｝の年次比較　　各年10月1日se．＃

年蛉3区分別人1コ 〔下一 入｝ 1 年・船3区分別構成割合 （％） 指 数訓

総　　数
年少人口
（0～14儀）

生産年・齢人r】

（1卜64餓）

老年入口
〔65歳以上）

総　　数
年少入口
（0－14a｝

生産年齢入ロ

u5－6僚｝

老年人口
165歳以上〕

．年少人口
指
　
　
数
．

老年人口
指　　数

従属人ロ
指　　数

老年化
指　　数

六9年（1920）
　　14　（’25）

55965
5？157

20416
21924

52605
54792

2941
5021

田0』
100．0

56．5

56．7

58．5

58．2

5．5

5．1

62．6

65．o

9．0

8．7

71．6

71．7

144
15．8

曜5　　（’30） 6‘450 25579 57807 5064 田0．0 56．6 58．7 4．8 62．4 8．1 70．5 15．o

IO　e35） 69254 25545 40484 5225 Ioo　o 56．9 58．5 4．7 65．1 8』 71」 12．6

15鵬9（’40） 75075 26569 45252 5454 100．o 56．1 59．2 4．7 6LO 8．0 69．0 15．1

252”，（’50） 84115 29786 50168 4155 100．0 55．4 5？．6 4．9 59」 8．5 67．7 15．9

302”，（’55｝ 900〃 50125 55167 47菖6 100．0 55．4 61．2 5．5 54．6 8．7 65．5 響5．9

35”　（’60） 94502 28454 60469 5598 1000 50．2 64．1 5．ア 4ア．o 8．9 55．9 19』
40”　（’65） 99209 25529 67444 6256 loo．o 25．7 68．0 6．5 57．9 9．2 47．1 24．4

45”　（7ω 104665 25155 72119 7595 Ioo．o 24』 68．9 7．1 54．9 田．5 45．1 29．4

50’，　（75） 書11940 27221 75807 8865 100』 24．5 67．7 7．9 55．9 量1．7 47．6 52．6

55”　〔’80） 117060 2ア507 78855 田647 100．o 25．5 67．5 9．1 54．9 15．5 48．4 58．7

603聾（’85｝ 121049 25055 82506 12468 田o．o 2t5 68．2 10．5 5L6 15．1 46．ア 47．9

平2，1　（’90） 12561冒 22486 85904 14895 100．0 18．2 69．5 12．0 262 17．5 45．5 66．2

3‘，　（昌9n 124045 21go4 86557 15582 100．0 ！7．7 698 12．6 25．5 18．0 455 7！．1

注　1）旧外地人以外の外国人を除く。ft　1の昭和15年入rlとは入的範F目が異なるので一致しない。

　2）沖縄の人ロを同地域の国勢調査人口等に基づいて含めている。
　3）総数に年齢「不詳」を含む。
　4）推計人口。

　　　　　　　　　年少人ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　老年入ロ　5）年少人ロ指tt　・＝　　　　　　　　　　　　　　X100　　　　　　　老年人口指数＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　XIOO　　　　　　　　生産年船人ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生産年齢人口

　　　　　　　　年少人口＋老年人ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　老年人ロ　　従属人口指数＝　　　　　　　　　　　　　　　　X100　　　　　　　　　　　　老年一｛ヒ指数＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　×100　　　　　　　　　　生産年齢人口　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年少入ロ
資“　総務庁統計局「各年国勢調査綴告」

　　　　”　　「平成3年10月1日現在推計人口」
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　　　　表2　労働力人ロの年次比較
（単位　万人）　　　　　　　　　　　　　　　　　各年平均

労 働　力 人　口

一

15議以上

人　　口 総　数 就業者

　　　ρ
完　全
失業者

非労助力

人　　ロ

労働力人

口比隼
　（96）

総　　薮
昭棚50年（1975， 8445 5525 5225 田0 5095 65．0

55　C8α 8952 5650 5556 114 3249 65．5
60　（’85 9465 5965 5807 156 5450 65．0

平成2　（つ0 90089 6584 6249 154 5657 65．5
3　（’9且・ 田199 6505 6569 156 5649 65．8

男

昭和50年（1975 4099 5556 5270 66 754 81．4
55　（’80げ 4541 5465 5594 71 859 79．8
60　（’85、 4ω2 55％ 5505 95 978 78」

平成2　（90， 4911 5791 5715 刀 1095 77．2
3　（つ1， 4965 5854 5776 78 1088 〃．6

女

昭和50年q975 4544 1987 1955 調 2542 45．7
55　（’80， 4591 2185 2142 45 2591 47．6
60　（’85、 4865 2567 2504 65 2472 48．1

平成2　（’90， 5178 2595 2556 57 2562 50．1

3　（’911 52砧 2651 2592 59 2561 50．7

資料総務庁続計局 「労働力調査（速報）」

　15歳以L人口に占める労働力人llの割合即

ち労働力人ll比率は63．8％で前年に比べ0．5

ポイント1：昇していることに注目したい。

　こうした労働力人llの推移を背景にH本の

産業界の変遷を技術的動向とヒューマンファ

クターを結びつけて要約すると次の様になる

だろう。

ll　最近の我国の労働の特性の変化

1．製造業における1’働化，省力化の急速な

進展がみられた。生産効率をtlT心に考えら

　れた合理化においてはヒューマンファク

　ターは，かけ声程には重視されてはいない

　という現実を直視しなければならない。人

　間エ学，エルゴノミックス等の考え方が充

　分浸透しているとはli’い難い。ここからは

腰痛，けい肩腕障害等の障害が多発すると

　いう現象が導き出された。

2．白動化，省力化の中核となったのはエレ

　クトロニックス技術の進歩を基礎とするコ

　ンピュータ技術，惜報処理技術の急速な進

歩であった。このことは生産技術のみなら

ず事務作業の著しい変化をもたらした。つ

　まり事務作業の機械化，L業化をうながし

　た。このことは必然的に従来みられたホワ

　イトカラー，ブルーカラーの区別をあいま

　いなものとし，その混合形態としてグレー

　カラーといった表現さえも生み出した。コ

　ンピュータの端末装置であるV・D・T

　（VIDEO　DISPLAY　TERMINAL）の爆発

的な普及は肩こり，眼の障害，けい肩腕障

　害等がHl：問の注目を集めるようになった。

3．技術の急激な変化，伝承技術の崩壊は中

高年齢者にとっては極めて大きな打撃と

なっている。このことは新しい労働環境へ

の適応，不適応が重要な問題となることを

示唆している。精神障害との関連でも今後

充分な注意が必要となるであろう。

皿　中高年齢者の疾病と労働者の健

康との関係

　若年者と高齢者の心身の状態について基本

的な問題点を要約すると次の如くである。

　1）若年から高齢に移行するに従って有病

表3　年齢階級・年次別有病率（1000人当り繰越件数）

繭鍵昭和・・…1・・・・・・・・・・・・・・・・…年昭和55年

総数37．963．　6109．　91104
1指数L・ 17 2．9 2．9

25～34歳　　3851．0）43．7（1．0）64．　0（1．0）43．4（1．O）

1指数1・ 1．1 1．7 1，1

35～44歳 45．51．2） 72．5（1．7） 85．5（1．3） 74．3（1．7）

1指数
1．0 1．6 1．9 1．6

45～54歳 613L6） 95．7（2．2） 129．3（2．0） 121．8（2，8）

1鰍 10 1．6 2．1 2．0

55～64歳
　　　　　　　1
77・3（2・0）i143・1（3・3） 195．5（3．1） 229．9（5．3）

1指数… 1．9 2．5　　　　3，0

「割竪警！鷺i側讐1㈲

KELE1liK工国民健康調葦」一
注：（）内数値は25～34歳を基準とする指数を示す。
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図1　性・年齢階級別にみた有病率
　　　　　　　　qOOO入あたり繊鱈件数｝昭和55年口980）

駆園皿㎜吻に：コ［：＝］［コ
　　　　　　節組　損　左
　　　　　　　　　記系患．　　　　　系

　　　　　　系疾　　　外
感
　　　　　　結’　簿　疾

　総数　　　　　女
資料：厚生省1国民健康調査」

率が高くなる傾向がみられるaすこし古い資

料であるが厚生省の「国民健康調査」による

年齢階級別，年次別有病率を表3に，主要傷

病別に，性，年齢階級別にみたイi病率を図1

に示しておく。

　年齢階級，年次別有病率の推移から読みと

れることは，1975年から45歳以Lの中高年層

の2倍を超えはじめ，1980年にはこの傾向が

一
層顕著になっている。1980年の主要傷病

別をみると循環系の疾患が最も高く，ついで

呼吸系の疾患，消化器の疾患，筋骨格系及び

結合組織の疾患の順序となっているが，これ

を年齢階級別にみると若年齢では，呼吸系の

疾患が最も多くなり，中高年齢層では循環系

の疾患が多く，ついで消化系，ついで筋骨格

系及び結合組織の疾患の順となってくる。

　中高年齢層のセ要傷病群の中で有病率の高

いものは夫々，循環系では高血圧性疾患，消

化系では胃及び1’詣腸潰瘍，筋骨格系では

腰痛症，呼吸器系では急性一L気道感染，内分

泌系では糖尿病となっている。

　ところが近年の高齢化社会においては国民

の主な傷病が慢性疾患へ移行し，傷病をかか

えながらも日常生活を行えるよう支援するこ

とへ傷病対策が移行するにつれて，単に傷病

があるか否かだけを問題にするだけでは不充

分で，その傷病による日常生活影響の程度の

問題となってきた。日常生活をベースにして

考えてみると，傷病を持っている者，即ち病

人という認識を持つことが難しいという判断

が次第に強くなってきた。そこで1989年から

はこうした実態を反映するため，自覚症状，

通院状況，生活影響等を独、ン1の指標としてそ

れぞれの組み合せにより「傷・病をもつものの

生活影響」「特に傷病と診断されていないが

健康Lの問題で生活影響のある者」といった

分類を行うことにより国民の健康状態を示

し，健康政策，保健医療対策の基礎資料とす

ることになり，以後厚生省としては有病者及

び有病者率は示されないこととなった。1992

年国民衛生の動向より健常者と病人の中間に

位置する者として’r：健康の概念を導入すべき

であるという研究者もあるがここでは深くこ

の点には立入らないこととする。

　イi訴者の状況は図2と表4に示されている。

　lll：帯員で自覚症状のある者（有訴者）は全

国で3354万8000人，国民4人に1人，人ll千

人に対する割合（有訴者）は年齢が高くなる

図2　性・年齢階級別にみた有訴者率（人口千対）

　　　　　　　　　　　　　　平成元年（1989）

　　　　　　　総　　数

　　　　　　　0－4歳
　　　　　　　5－14
　　　　　　　15－24
　　　　　　　25～34
　　　　　　　35－44
　　　　　　　45－54
　　　　　　　55～64
　　　　　　　65～74
　　　　　　　75－84
『一　－e一償　　　85歳以上
　　　　　　　（ほゆ）Ex”幅　．．．　　　　65歳以上

EOO　500　400　300　200　100　0

　　　（人ロ千鋤

注　　総数には年齢不詳を含む。

資料　厚生省「国民生活基礎調査」
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　　表4　性・年齢階級別にみた有訴者の床についたり，
　　　　治療（売薬を含む）の有無
（単位　％）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成元年（1989）

床につい
床にもつ

有訴者
たり治療
1売秦を

含む）し
た者

床につき，

治療｛売
薬を含ω
もした着

床のみに

ついた者
治療〔売
桑を含ω

のみした
者

かず治療
〔売藁を

含ωも
しなかっ
た者

不　　詐

総　　数 1000 750 222 50 498 215 5」

男 moo 756 200 24 51嘲 229 55
0－4歳 1000 847 27， 15 554 158 15
5．一μ loo　o 795 205 11 574 154 21
ユト24 loo　o 645 166 55 網6 519 s5
2ト34 旧00 655 151 52 σ1 525 22
35－4‘ 1000 671 156 26 489 δα5 26
45～54 loo　o 707 164 24 519 258 55
55－64 1000 758 1．5 20 540 194 48
65－74 1000 807 242 20 545 140 55
75～8‘ 田00 855 524 27 484 115 50
85歳以上 団oo 665 4・7 54 565 102 55
（再掲1

55歳以上 1000 820 285 25 552 129 51

女 1000 ’62 259 55 487 204 54
0－4歳 lOO　O 845 505 12 528 樋o 14
5－14 田00 770 209 25 535 20ア 25
且5～24 Ioo　o 665 191 58 414 508 29
25－34 1000 686 209 65 412 295 16
35一胴 1000 705 215 46 442 277 20
45－54 1000 ’58 209 29 501 225 57
55－64 電0日0 ηo 215 20 555 164 46
65～74 1000 邸弓 266 24 54司 115 55
75－84 1000 8’0 578 50 465 57 42
85歳以上 moo 875 504 6旦 510 66 59
（再褐）

65歳以上 田oo 819 522 29 499 ID　2 4．8

注　　総数には年齢不詳を含む．
資料　厚生省「国民生活基礎講査」

に従って高くなり65歳以Lで2人に1人がイi

訴者であることがわかる。白覚症状として多

いのは「肩こり」，腰痛」，「手足の関節が痛

む」，1体がだるい」等である。

　近年夜勤，交代制勤筋の職場が広範囲に拡

大しつつあるがこれらの職場においても従来

よりこれに従事する労働者の年齢が次第に高

くなっているという状況を考慮すると，これ

らの作業に従事する人々の健康をチェックす

ることの必要性，特に，循環系を中心とした

有訴者，有病者についての配慮の必要性が強

く求められよう。近年社会問題化しつつある

突然死，過労死も循環系，あるいは神経系，

感覚器疾患とも多大の関係を持つものである

ことが明らかである。今後の研究の深まりが

疫学的な因果関係の把握にとどまらずに実態

的な解明に進むことが期待されている。いず

れにしても労働時間の短縮等や勤務制，残業

時間の規制，休日のとり方等を含めて労働条

件の改善と疾病のあり方が問題となる。又肩

こりや眼のつかれ等については近年特に前述

のVDT作業との関連で問題にされることが

多く，姿勢の拘束性や筋力の低下との関連で

女性により多く健康障害1iの問題が発生した

が，これ又機器の人間n学的改良や労働環境

の整備によって事態の改善が図られつつある。

　以上の様な問題は単に高年齢層特有の事柄

ではないが，特に中高年層においてはダメー

ジの著しい傾向が強い事を指摘しておきたい。

又特に高所における作業等に従事する人々に

とっては高1佃fi症等の循環系疾患が転落等の

EB二故に直結する事例もみられることは安全」二

特に注意しなければならない。長距離夜間の

トラック運転等の運輸流通作業とならんで特

に中高年齢層において要注意の職種といえる

であろう．

　各種疾病の中でも今後特に注目すべきもの

としては，生産現場のみならず情報処理席業

やサービス産業等を含めてストレスの増大に

伴う精神障害の増大があげられよう。これと

表裏の関係にもあるとされるアルコール依存

症等についても生活而をも含めたll配りが必

要となっている。成熟した高度工業化社会に

おける産業精神健康についての対策が急がれ

る理由もそこにある。統計数他上は精神障害

は若年層の方が多いものの中高年齢層につい

ても決してゆるがせには出来ないことは初老

期うつ病の動向からもうかがうことが出来る。

又業務Ilの長期休業者の割合等をみると，55

歳を境としてそれ以Lとそれ以下を比較する

と高年齢層の方が高くなっている。労働者の

属する企業の規模別にみると小規模企業ほど

業務Llの長期休業者の割合が大きくなってい

ることは図3に示されている。このことは，

人企業と中小企業の労働環境や賃金その他の

条件を含めた労働条件の差，あるいは安全衛
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黙　図3規模及ひ年ecmageSII長期休業9tヒ率（千人率・

10

壽灘
計下a上

5曜1、999入　　：oo－199八　　30－99人

　　　　　　労働省：昭和56年労働項境四査

生に関する教育の内容の差等が反映している

ことを示唆している。

　行政側の対応としては，トータル・ヘルス

ケアという考え方を打出している。「健やか

に働いて，健やかに老いる」という目標に

沿って高齢者に対しても自己実現の機会を与

えるという観点から「健康づくり」に積極的

に取り組むよう各年齢ごとの健康づくり，健

康管理対策の推進など生涯を通じた対策を推

進している。しかしここでも健康についてノk

活面を含めての労働者個人の自覚や労働条件

や労働環境に対する，よい意味での権利意識

がなによりも大切であること，労使一体と

なって合理的な思考や資料に基づく地道な健

康対策が中高年齢者の安全健康の確保に重要

な意味を持つことを強調しておきたい。小論

の中で触れた問題点の基礎となるデータはほ

とんどすべて労働科学研究所に蓄積された資

料によるものである。関心のある方は下記に

お問い合せ下さい。

（財）労働科学研究所

〒216　川崎11∫宮前区彊；生2－8－14

　　　電話（044）977－2121㈹

〔執筆者紹介〕…西岡　　昭（にしおか　あきら）

略歴

　1927年人阪府に生まれる。

　1954年関西学院大学人学文学部心理学科修七課

　程（心理学専攻）終r

　1957年大阪府、？1労働科学研究所入所

　1959年財団法人労働科学研究所入所

　1986年財団法人労働科学研究所常務理事，所長

　現在に至る
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　　　労働科学研究所出版部　1986年

　2．勝木新次著　中高年齢者の体力と労働
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　3．斉藤一監修　年齢と機能
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年金制度の動向と

今後の課題

（社）国際産業・労働研究センター

肛研究員西嶋　 昭

はじめに

　厚生省人lr問題研究所は9月2511，1990年

10月実施の国勢調査などを基に試算した「日

本の将来推計人口」を発表した。それによる

と，①わが国の人llは19イト後の2011年にピー

クの1億3，044万人に達する，②65歳以」：の

人口は2018年に25．8％に達する，などと推計

しているが，昨年発表された暫定推計に比

べ，高齢化がより急速に進むとr測を改めて

いる。

　勤労者の老後の生活設計の柱はイ1こ金である。

老後収入の半ば以ヒ，人によっては大部分を

公的年金に期待している。厚生省年金局「年

金受給前後の生活実態調査1（’li・成4年）に

よると，60歳台前半の者のセな収入源は

5L2％の者が1働いて得た収入1であり，「公

的年金」は45．4％であるが，60歳台後半にな

ると，訟的年金」を11たる収入源とする者

が全体の78．5％をIliめ，「働いて得た収入一1

としている者は15．8％となっている。

　厚生年金制度については，基礎年金の導入

による仕組みの紅替えと給付水準の見直しを

柱として昭和61年に改lllが行われ，また，’F

成元年12月には，年金額の引ヒげ，保険料の

引Lげ，年金額の完全自動物仙スライド制の

導人，在職老齢年金の改善などの改正が行わ

れた。このときの当初の案では，厚生年金の

支給開始年齢を平成10年度から61歳とし，そ

の後3年ごとに1歳ずつ引Ilげて平成22年度

に65歳とする。女r一については，平成15年度

に61歳とし，その後順次引Ilげて’F成27年度

に65歳とすることとしていたが，結局見送ら

れ，次回の改lll期に改めて検討されることと

なった。

　そこで本稿では，厚生年金の支給開始年齢

の引1iげ問題と在職老齢年金について検討す

ることにしたい。

1　支給開始年齢引上げ問題

　厚生年金の支給開始年齢を60歳から65歳に

引llげる案がでてきたのは，いうまでもなく

財政ヒの理lllからである。高齢化が進んだ場

合，年金制度に対する財政面からの対応は，

①現在の給付水準を維持するために保険料を

過重なまでに引上げる，②給付水準を大幅に

引き下げる，③支給開始年齢を65歳に引Lげ

る，の3つの選択があるが，このうち①と②
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は実際には不”∫能で，支給開始年齢の引ヒげ

が唯一の対策であると，説明されている。

　’li．成元年の改II三の際示された将来見通しに

よると，厚生年金の保険料率は現在の12．4％

から段階的に引llげられていって，ピークに

達する平成32（2020）年には60歳支給のまま

であると31．5％になる。このような高い負担

は無理であるから65歳支給に改めると26．1％

になり，この程度であれば負担は”∫能とされ

ている。ここで想定されている給付水準は，

標準的な勤労者夫婦（妻は専業主婦）の場合

に，現役の男r一勤労者の給料の約70％で，こ

の水準を将来とも確保するものとしている。

　’li．成元年の改Ill案が審議されたとき，65歳

への支給開始イト齢の引ヒげについて出された

反対論は65歳までの雇用が確保されていない

という点にあった。定年制度について労働省

「雇川管理調査1によると，1991年には，定

年制を定めている企業は92．2％，そのうち一

律定年制を定めている企業は95．6％，一倖定

年制を定めている企業の定年年齢のうち60歳

以ヒとする企業の割合は76．6％となっている。

また，多くの企業では，なんらかの形で，定

年に到達した者のうち，引き続き就業を希望

する者に対して，雇用を継続する制度を設け

ている。その制度として，勤務延長制度と再

雇用制度がある。定年制を定めている企業の

76．8％で勤務延長制度，再雇川制度の両制度

あるいはいずれかの制度をもっている。定年

年齢が60歳ないしそれ以Lの企業においては

勤務延長制度，Ilj雇川制度などの継続雇川制

度の最高雇川年齢を65歳とする企業が，

73．1％，66歳以Il，15．3％となっている。

国，地方白治体，労使の努力によってなんら

かの形で65歳まで雇川を継続する制度が多く

なっていることがうかがわれる。

　政府は，本年7月，第7次雇川対策基本計

画を策定し，そのなかで，「高齢者が多様な

就業ニーズに即して生き方を選択し，安心し

て生涯を送ることができるような雇用就業シ

ステムを計1由1的，段階的に構築していくこと

とし，必要に応じ法的整備を含め，高齢者雇

川就業対策の充実，強化に努める。平成5年

度までに60歳定年の完全定着を図るととも

に，60歳定年を基盤として，働くことを希望

する高齢者全員が65歳まで働くことができる

雇川システムの確、71を図るため，継続雇川制

度の一層の普及に向けての体制を整えるとと

もに，賃金・人事管理制度等についての総合

的な相談，援助機能の強化，高齢者雇川関係

助成制度の活用を図る」として，60歳台前’1’・

層の雇川就業についてこれまでに見られない

積極的な姿勢を打出している。

　社会保障制度審議会（首相の諮問機関）の

年金数理部会（船後正道部会長）は，9月17

日，94年の年金制度改止に向けた提言を盛り

込んだ報告書をまとめ，同審議会に提出した。

報告書においては厚生年金保険の支給開始年

齢を60歳から65歳に引Lげることは避けて通

れない課題であるとし，5年ごとに1歳ずつ

引ヒげ，’F成22（2010）年までに引Eげを完

∫するよう求めている。また，公的年金の一

元化については，①全被用者年金制度の統合

一本化，②民間被川者制度と公務員制度への

集約，③各制度の分、Zを前提とした毎年の費

川分担調整の3案を示している。年金審議会

においても既に審議が行われており，このう

ち財政再lll’算と支給開始年齢問題について

は，政府も関係蕃議会の答申を得て平成6年

の通常国会に関係法案の提出をf定している

といわれているが，11メ生年金の支給開始年齢

の引Eげがll∫び大きな関心事になることがr・

想される。

　しかし，60歳を過ぎると，加齢，病気，失

業などが相〃二に関連し，働けない人もでてく

るので，厚生年金の支給開始年齢を65歳に引
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Lげる場合には，60－64歳については減額年

金を設ける必要がある。その支給水準につい

て平成元年の蜘E案では42％減額の厳しい案

が提出されたが，一橋人学，高山憲之助教授

は法定支給を65歳にするならぽ，1歳ごとに

4％，60歳で20％減額することを提ll昌されて

おられるが（注），この考え方は今後論議を

呼ぶものと思われる。

　注：毎H新聞，平成4年7月26　H付「口曜

論争一イト金の支給水準をどうする」

2　在職老齢年金

　厚生年金保険制度は，高齢による職業生活

からの引退者に対して，引退後の生活安定の

ための所得保障制度であり，したがって引き

続き勤労所得のある在職者に対しては，年金

を支給しないのが本来の姿であると考えられ

る。しかし，1965年の改IEで，65歳以Liの在

職者に対して，基本イト金額の8割に相当する

在職老齢年金を支給する制度が発足し，1969

年の制度改IEでは，賃金が一定基準以下の

60～64歳の在職者に対しても基本年金額の何

割かを支給することとなった。1985年の改11三

で，65歳以llに対してはこの制度は廃lkされ

た，，

　1989年12月までの在職老齢年金制度では月

間賃金が95，000円未満の場合は8割支給，

第1表　在職老齢厚生年金支給停止率（現行）

報　　酬　　月　　額 支給停止率

95千円未満 20％

95千円～114　” 30〃

114　〃　～138　　〃 40〃

138　”　～165　　” 50”

165　”～185　　〃 60”

185　〃　～210　　” 70〃

210　〃　～250　　〃 80〃

250千円以上 100”

95，000円以L150，0001il未満は5割支給，

150，0001【」以li210，000円未満は2割支給の3

段階に分れていて，210，000円以hの者には

支給されないことになっていた。同年12月か

らは，在職老齢年金は，それまでの8割，5

割，2割の3段階から7割，6割，4割，3

割を加えた7段階に改められた。（第1表参

照）

　この制度のドでは，月間賃金が9万円程度

から22万li」程度までの範囲では，たとえ賃金

が増えても，年金給付を合せた総収人は，ほ

とんど横這いになる。

　60歳台前半層の雇川問題を考えると，仕事：

に見合った賃金を支払うのが原則であるが，

実際に60歳台前半層の賃金水準を設定するに

は年金支給との関係を抜きにすることはでき

ないのが現状である。企業にとっては，人件

費の負担を軽減するためでぎるだけ年金を活

川したいところであり，公的および私的年金

などを総合的に考慮し，これとの絡みで賃金

を決定するケースがみられる。

　労務行政研究所「企業内高齢層の処遇実

態」（平成3年版）によると，年金の支給時

期，水準とは関連づけず「独白に（賃金）を

決める」が63．0％と1三流をlliめているが，「あ

る程度は考慮して決めている」（18．1％）と

「年金水準との絡みで決めている」（15．5％）

を合わせると，3分の1程度が年金との絡み

で賃金を決定していることが分かる。今後

は，60歳台前半層の継続雇川がさらに進むも

のとみられているが，その場合には，年金と

の絡みが現在以L考慮されるものと思われる。

　在職老齢年金と賃金を関連づけた決め方の

一つに，年収を一定額に決めておいて，月例

賃金を在職老齢年金が80％受給できるよう

9万5，000ti」程度にとどめ，差額は賞ケで調

整する方法がある。しかし，月例賃金が少な

いということは，平均賃金や健康保険の傷病
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手当金，雇川保険の基本r－’11日額，労災保険

の基礎給付日額を低い水準に抑えることにな

り，これらの支給雰山が発生した場合に不利

になる。また，雇川者が企業の所定労働時間

の4分の3程度以ドの者に対しては，通常は

被保険者から除かれるから，賃金がどれほど

高くても厚生年金を全額受給することができ

るので，1週または1日あたりの就業時間を

短くして勤務させるケースが少なくないが，

この場合は，職域の健康保険は適川されず，

国民健康保険が適用されることなど福祉面で

不利になる。

　在職老齢年金制度は，企業にとっては60歳

台前半層を雇川する場合，在職老齢年金の支

給を見込んで賃金を低く抑えることができ，

いわば人件費補助の役割を果していることか

ら雇用機会の創出には多大の貢献をしている

が，他方では，賃金が増えても手取収入が増

えないことから，60歳台前判曽の勤労意欲の

減退につながっている側面も無視できない。

　在職老齢年金制度の見lrl二しについては，通

産省の諮問機関である産業構造審議会生涯学

習振興部会（部会長・小lll宙丸早大総長）

は，定年後も労働意欲のある高齢者の社会進

出を促すために，在職老齢年金制度の改革を

求める中間報告をまとめた。これまでわがlk’」

では高齢者が定年後引退し，仕事から解放さ

れることで生きがいが得られるとの風潮が

あったが，報告は健康で労働意欲のある高齢

者は生涯現役で働くほうがノkきがいが得られ

ると指摘している。（ll本経済新聞，92年9

刀9日）

　（社）国際産業・労働研究センター（宮川義

二・理事長）では，本年3月の総会において

在職老齢年金制度の改lilについての提言を取

りまとめたが，試案として標準報酬15万5千

Fi」までは支給停1トなしとして在職老齢年金と

給ケがそのまま保障されるようにし，標準報

第2表　在職老齢年金支給停止率（試案）

175

210

230

250

270

290

310

330

350

～
210

～
230

～ 250

～ 270

～
290

～
310

～
330

～
350

～
370

酬37万5千「」以Lを支給停tlilOO％として，

支給停ll：率はその閲を10ランクに分けて漸増

するよう提言している。（第2表参照）

　現在，国において60歳台前半層の雇川の確

保が大きな政策課題になっていることを考え

ると，在職老齢年金制度の見直しに手をつけ

ざるを得ない時期にさしかかっている。今

後，この案が在職老齢年金制度の見直しを検

討される場合，関係者の参考とされることを

期待している。

〔執筆者紹介〕…西嶋　昭（にしじま　あきら）

略歴

　昭和2年大阪府生まれ。海軍機関学校を経て，

　25年rlI央労働学園厚門学校卒業。東京都労働局

　勤務，1司局総務部統計調査課長，労政1石矧画課

　長，財団法人東京都高齢者事業振興財団事務局

　長などを歴任し，現在に至る。59年～60年明治

　学院大学経済学部講師のあとH本社会「li業大学

　講師を兼任。

著書

　「日本の賃金管理」（森1T二郎編「労務管理1；命1所

　収，有斐閣），r賃金管理の新＆L，1’1］（共箸，日本

　牛産性本部）など
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一一Pt

定年後を豊かに

生きるために

　　京都シルバーリング

代表輌i：玉川雄司

　数年前1待ってました“定年”」（文芸春

秋社・加藤仁著）という本が出版された。お

読みの方もあろうが，「週田文春iにまで

「待ってました“定年」の連載は既に260話

を超えて今もなお続いている。加藤氏の爽や

かな淡々とした筆運びの魅力もさることなが

ら，恐らく定年後の人よりも，定年の日が近

づいて「よ一し，待っていたぞ“定年”」と

いえる体制を作っておきたい固定読者も多い

のではないかと思われる。

　その中には，退職金に借金を足して，好き

な1“麓でペンションを始めた人。元農業高校

の先1kがこつこつと糖度の高いメロンの新種

を作って，水耕栽培で素人でメロン作りがで

きるように開発をしている人。海外技術ボラ

ンティアで現地にドヅプリ根づいて，口本人

離れした生きざまを実践している人など，定

年でリタイヤしたというよりも“脱サラ”と

いった逞しささえ感じさせる。定年こそ将に

脱サラのチャンスと考えるべきなのだ。

　定年後の老人の余生といえば，1晴耕雨読

・ 悠々白適・盆栽・囲碁・将棋」などが頭に

浮かび，幾つかのパターンしか描いていな

かった時代に比べると，今の実年や熟年の生

きざまは実に多様化してきたものである。

　一味違ったユニークな老後を考えるばかり

が能でもあるまい。「老学而死不朽」といわ

れるように，今昌；を問わずr晴耕雨読・悠々

白適1また良しというべきだろう。

　知人の中に地域のlli：話役活動をしながら，

広い宅地を利川して“菊作り”に熱中してい

る人がいる。あちこちの展覧会で賞をとって

いるが，彼にとっては乗川車の他に，作った

菊の鉢を出品し搬川するための軽トラックー

台は必需品になっている。炭覧会に出せない

レベルの菊を友人に貸し川し，毎年，秋がく

ると私もその恩恵に浴している一人である。

◇日本の年金族は“金持ち”か

　昌二の老人と違って，今の高齢者は年金が受

けられるようになって，息子たちの世話には

なりたくないという人が増えているのも，新

しい白立の現れだと思うが，今から到来する
“

高齢化礼会”は今までの歴史の中で，どの

時代の人も体験したことがない“前人未踏”

の社会である。

　H本の高齢化のスピードが極端に早いこと

もlll二界で前例がなく，それに加えて最近の出

産率の低ドがスピードに輪を掛けている。

　戦後の荒廃から先進国に追いつけ追い越せ
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と働き続けた今の実年や熟年は，漸く第一線

をリタイヤして「さあこれからはゆっくりし

よう」と思っていたら，今度は，既に始まり

つつある“未踏の高齢社会”にどうしたらソ

フトランディングできるかを模索しなければ

ならない課題に，その当事者として直面しな

ければならなくなっている。

　昭和16年から積立が始まったのが今の年金

制度だが，当初は第二次大戦の“戦費”に貢

献し，戦後は年金特別会計として産業復興の

資金に大いに活用され，今漸くその積立金を

受け取る時がきたら，金額としては先進国に

劣らない額であるにもかかわらず，G7の

国々に比べると消費者物価が20～30％も高く

「豊かさを実感できない」ために，日本の定

年族は働く職場を求め，60～70歳の世代の多

くは，生活費を補うために3Kといわれる分

野にまで社会参加しているのが実情である。

　日本の高齢者は平均1千数百万円の貯蓄を

持っているという記事を見かけるが，周囲を

見渡す限りでは，少しでも収入を得て「せめ

て孫に小遣いを」という人が多いようで，’F一

均貯蓄額というが，何万円くらいの人が一番

多いのかも公表して貰いたいものである。

◇物価は下げられないものか

　生き甲斐は“金”だけではないのは事実で

ある。しかし高齢者だけでなく日本人の殆ど

が“豊かさを実感できない”といっているの

も事実である。年金は前年度の物価上昇に応

じてスライドアヅプする制度になっている

が，これも一年遅れの穴埋めである。もしも

物価がドがった時はスライドダウンはないと

は思うが，年金族にとってはスライドアップ

よりも物価が下がって行く方が，物が安く

なったその時その時から恩恵があるから，少

しつつでも「豊かさが感じられる」期待が持

て，先行きが明るくなるのだが……。

　平成元年4月の経済企画庁の調査では，東

京の物価を100に対してニューヨークが71，9

ハンブルグか69．1で，東京は両都市に比べて

約40％高であることが，朝Hなど各新聞に掲

載され，その前年10刀にEC委員会が行った

試算でも，日本の物価水準は米国の1．5倍，

フランスの1．3倍，西独の1．2倍だったそうだ。

更にng　－1回日米協同価格調査をまとめ，日米

構造協議の事後点検の会合で報告されたが，

そこでもr日米間には総平均で37％の価格差

がある」と指摘されたことが11経に掲載され

ていた。

　一挙に20％も30％も物価をドげられるとは

誰も思わないが，年金族が一番心配なのはイ

ンフレと物価11昇である。

　企業内組合型である日本の労働組合が物価

引きドげ運動をすれば，直接に1’1分たちの賃

金や人減らしに繋がるから動けないが，ます

ます増えてくる年金族は全国の組織労働者人

lIに次いで多い集団になりつつある。これに

1三婦層が加われば，労働者組織を遥かにLllll

る数である。

　女性が中心になって進められたH本の消費

者運動は商品の質の向ヒや，環境問題に成果

をもたらしてきたが，100年以L続いた生産

者優先の政治構造の中では，物1而問題への取

組みは労働運動同様あまり効果が一Lげられな

いままに，賃Eげが進めぽ物価もヒがるとい

う感じがそのまま常識化してしまった。

　大体rl1本では輸人できないものと，公共

料金は高い」といっていいようだ。

　絶対に輸人できないL地や住宅，高速道路

の利用料金，交通運賃が他国に比べて高いこ

とは海外旅行した人の多くは体験的に知って

いるが，ドイツの高速道路（アウトバーン）

は無料だし，米国も無料か有料でも口本の数

分の一の料金である。1体に初めて高速道路

ができた時代と違って，生活物資の殆どは高

速道路網とトラックが担っているのが現状

で，この料金は全生活者の消費者物価のコス
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トに直結しており，全　li・1の消費者（国民）の

ために一定額は国で償却して料金を引きドげ

るべき時代になっており，道路の利用者だけ

が負担すればいい性格の料金ではなくなりつ

つある。

　消費者の知恵を集めたら，これに類した問

題はまだまだあるはずだと思う。

　永い問，労働運動を続けてこられて第一線

を退かれたリーダーの力々には，誠にご苦労

な御願いであることは重々判っているが，イト

金族が明るい展望を持てる，生活者優先の
“

新しい仕組みの社会”をつくるために，従

来の労働運動と一味違った，政治やイデオロ

ギーの枠を越えた視点から，もう一度ライフ

ワークとして“物仙引きドげ運動”を展開す

るためのリーダーシップを担って頂けないも

のだろうか。

　高速道路の料金引きドげが実現しても，現

実に物価に影響するのはO．1％位かも知れな

い。しかし物価はこのような微々たるものの

積みヒげなしには，特定のもの（地価は別）

だけで極端にドげられるものではない。

　毎年1～2％だけでも10年続ければ，欧米

先進国に近づけるし，今度はこの面で欧米に

追いつき追い越さないと「豊かさを実感でき

る“生活大国”」の実現は不“∫能だろう。

◇“無形の財産”を持とう

　年金生活では豊かさが実感できなくても，

物価がドげられたら，不安が多い今よりも少

しは明るい展望が持てるようになることは間

違いない。しかし物価が安くなるだけでは，

人生50年から80年に延びた分の30年は過ごし

難いだろう。

　われわれは20歳前後から働き続けて，60歳

の定年までの期間が40年だった，定年から先

の30年は誰からも指示されず，自分の両足だ

けで，白分の判断で方向を決めて歩き通すの

には結構長い道のりである。

　寝たきりにならないという自信はないし，

呆けないという保証もない。寝たきりになる

時を遠のかせ，アルツハイマーはどうにもな

らないが，出来るだけ呆けないように，なる

べく頭を回転させ，頭の体操になるように心

がけるしかない。

　そのためには，口∫能な限り現役の問から，

年齢的には早いに越したことはない。老後の

ために備えてということにこだわらず，給料

を得るための仕事以外に，自分が学生の時代

からやりたいと思っていたこととか，好きな

テーマでどこまで到達できるか判らなくて

も，最後まで取り緯んでいきたいと思ってい

たことを，60歳前後には一応人並みから少し

Lのレベルまで積みliげる計画に取りかかっ

てはどうだろう。それが無形文化財というわ

けにはいかなくても“無形の財産”として周

囲の人たちも認めてくれる程度に漕ぎ着けれ

ば，現役時代とは別の新しい人脈や仲間に恵

まれ，第1というよりも“新しい後半の人

生”が開けてくることは間違いない。

　人との関わりを広げず，一途に何かに集中

して目標に近づく道もあろう。それでもある

レベルになると，周囲に思いがけない人脈が

生まれてくるはずだ。

　世間の人たちがあまり丁・がけていない問題

に取り組んでみるのも，模索の苦しみが新し

い楽しみをもたらすことにもなろう。

　「人生の終章を青春と呼びたい」という言

葉もあるように，学生から社会人となり，多

くの先奄，同輩，後輩たちに囲まれて現役時

代を過ごした人が，リタイヤしてから今まで

とは違った，新しい人脈に囲まれて人生の終

章を送れたら最高だ。

　人の中に交わり，周りの人と関わりを持ち

続けることこそ，呆けを遠ざける最良の処方

箋だともいわれている。
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◇ワーク＆ペイとライフワーク

　戦後に青年期を過ごした今の年金族の世代

は，労働運動華やかなりし時代を体験し，労

働運動といえば殆どの人は賃金要求を連想す

るが，戦後のこの運動を通じて“ワーク＆ペ

イ”という考え方だけは見事に定着した。

　民主主義と自律した市民意識の歴史が長い

欧米では，組織活動としての労働運動と，一

市民として自発的に社会参加するボランティ

ア活動が社会の中で活発に並行していたが，

日本の労働運動家たちの多くは，ごく最近ま

でボランティア活動は行政のお先棒を担ぎ，

行政の福祉をサボらす結果に繋がるといった

評価もあって，ペイを求めずに労務や介助を

提供するボランティア活動は，ワーク＆ペイ

と背反する活動のように見られ，ボランティ

アをする人に対して「立派なお仕事をしてお

られますなあ」という言葉の裏には，特殊な

考え方の人とか，善意を見せびらかす行為の

ような見力がないではなかった。

　ロスアンゼルス郊外の衛星都市でボラン

ティア団体を訪問した時，通訳ボランティア

をしている，スペイン語ができるアメリカ人

が「アメリカ西海岸には英語が話せない市民

が多いが，この街の規模の役所では通訳の仕

事だけでは一日の仕事量にはならず，一人の

通訳を雇うのは税金の無駄だから，リタイヤ

したわれわれが代わり合って通訳のボラン

ティアをしているのだ」という話しをしてい

た。

　日本では，そういうことは税を払っている

以1二，行政にやらすべきだという意見の人も

ある。また一方には，小さい政府を求める具

体的な市民運動だという見方をする人もあろ

う。このアメリカ人は一市民として，自分の

住む街の行政のコストも考え，高い市民意識

を感じさせる人だったが，ごく普段着のまま

の感じを受ける話し方だったのが印象に残っ
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ている。

　何れにしてもボランティアは鰐意の人の特

別な行動ではなく，このアメリカ人の気軽さ

と，フィロソフィーが感じ取れる、漢こそ，

肩を張らずに活動が続けていける原動力に

なっているのであろう。ライフワークという

ワークには必ずしもペイがあるとは限らない

ものである。

　本来，ボランティア活動は組織の決定や，

企業の指示には関係なく，成熟した市民意識

が滲み出た一人の市民としての礼会参加活動

だと思う。

　人間には食欲，性欲，知識欲などの他に，

「愛他本能」というのがあるという話を聞い

たことがあるが，この本能も抑IEしない方が

いいようだ。ペイがあろうが無かろうが，何

か一つライフワークのつもりで［’1分の「愛他

本能」を引き出し，社会参加の道を模索する

のも，定年後の30年を生き抜くための新しい

テーマである。

　“生活大国”への転換は，従来型の発想し

かない今の政治家に期待しても無理だろう。

誰にも縛られない“臼由人”になった“年金

族”が社会参加して，発言し行動していくこ

とが，案外な近道になるのではなかろうか。

〔執筆者紹介〕…玉川　雄司（たまがわ　ゆうじ）

略歴

　1925年京都市生まれ。

　前，京都南病院副理事長。

　京都ボランティア協会，事務局長。

　京都シルバーリング，代表幹串。

著書

　老いを生きる（共著・1991）。

　新時代が求める医療人の心構え（1992）。



研究員レポート

経済開発と民族

一 インドネシア中小企業の調査から一

　金城学院大学文学部

教授　　山　　本　　有区　　良B

なぜ中小企業か

　この夏，1月半あまり，インドネシアの

ジャカルタおよびバンドン地域において，地

元中小企業の労働市場と技能形成に関する実

態調査を行った。インドネシアの経済は80年

代前半の長期不況の過程で規制緩和を進め，

非石油・ガス製品輸出を促進することによっ

て，87年から90年にかけてめざましい成長を

遂げた。この過程で中小企業がどのような役

割をはたしたのか，またその基盤はなにかを

リ」らかにしたいと考えた。他方，インドネシ

アでは毎年200万人近い若者が新規労働力と

して労働市場に参入し続けている。雇用問題

はまことに深刻である。中小企業の雇用吸収

力に対する期待はきわめて強い。だが，中小

企業の雇用がよくいわれるように生産性向ヒ

を伴わないものであれば，そこでの雇用の増

人は「貧困の分かちあい」でしかない。その

意味で中小企業における雇用の性質を解明す

ることはきわめて実際的な課題である。

　さいわい調査は多くの方々のじつにあたた

かいご支援を得て，ほぼ所期の成果を上げる

ことができた。しかし，その報告は別の機会

に譲り，ここでは多民族国家インドネシアが

抱える経済開発と民族の相克の一面を紹介す

ることにしよう。

Jabotabek

　インドネシアの人々は略語を作るのが得意

だ。新聞や雑誌でも略語が多用される。外国

人泣かせの習慣である。Jabotabekもその一

つ。ポピュラー・ソングのタイトルにもなっ

ている。ジャカルタを取り囲むように，南に

ボゴール県，西にタンゲラン県，そして東に

ブカシ県が接している。これらの頭文字をひ

とまとめにしてJabotabekという。ジャカル

タ都市圏の拡大を象徴する言葉である。これ

らの地区には70年代後半から80年代前半，工

業化の進展に伴い工場の進出が相次いだ。そ

れでも5，6年前まではこれらの工場はま

だ，バナナや椰子の生い茂るスンダ農村の中

にポツンポツンと浮かぶ小島のような印象を

ケえていた。それが今では住宅団地があちこ

ちに建設され，交通の要衡と思われる所には

大手スーパーを中心にちょっとした商店街が

形成されるなど，都市化が急速に進んだ。

　こうした建て売り住宅はしかし庶民には高
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嶺の花。国立貯蓄銀行が建設する100㎡程度

の価格の安い棟割り形式の住宅でさえ3千万

ルピアをドることはない。月給が20，30万ル

ピアの一般工員では手が出ない。

ジャカルタ市東北部のゴミ埋立地。整地されたあ

とに工場が建ちはじめている。その一角の「スラ

ム」では，ゴミの上に土を入れて畑作りが行われ

ていた。

華人工場経営者

　ジャカルタは今でこそインドネシアでも最

大級の1二業の集積が見られるが，その［1業化

は70年代初頭の外資導入とともに開始される。

それ以前には工業基盤と呼べるほどのものは

見られない。わずかにジャカルタの中心，独

立広場の北側一帯のコタ地区に，自動車や

オートバイの修理・補修部品の製造，門扉・

鉄棚などの住宅用金属製品の製造などを業と

する町工場が存在したくらいではないかと思

われる。その多くはかってスラバヤから移住

して来た広東系華人の経営であったと思われ

る。機械金属加工業の最大手チョウ・ブラ

ザースをはじめそれを裏付ける事例は多い。

今では11に述べたジャカルタ郊外の新興工業

地帯に立派な一ll場を構える企業が少なくない

が，本社事務所は昔どおりコタにおいている

ケースも多い。雑多な機械金属加工を業とし

ていたこれら企業が，市場，技術の両面で確

固とした基盤を築くきっかけをケえたのが，

口系企業をはじめとする外資系企業の進出で

あった。

　わたしが86年以来付き合っているC工場も

その典型である。1890年，現経営者の祖父が

広東から東ジャワのスラバヤに移住，父の代

になって1930年代半ばに親類を頼って急速に

発展したジャカルタに移り，各種機械の補修

や部品の製造を業とする町i二場を開いた。こ

うした工場経営者に共通するのは強い技術指

向で，息子3人のうち下2人は外国の大学で

工学を修めている。その息f一が経営に加わっ

てから株式会社に組織を改め，コタでは手狭

になったため，コタ地区の西に第2Lltzを建

設した。86年にはじめてこのi二場を訪問した

ときには従業員は60人だったが，88年にはホ

ンダ・アストラからオートバイ部品の受？｝iに

成功，この夏訪れたときには従業員数350人

の中堅企業に成長していた。

　しかし，スハルト政権の開発政策において

産業の中核を支配したのは，これらの技術指

向型華人ではなく，インドネシア最大のコン

グロマリット，リム・グループ，日系自動屯

メーカーの合併相手としてつとに名を知られ

たアストラ・グループなどに代表される流通

支配型の福建系華人であった。ここにこの国

の1業化の性格の一端を垣間見ることができ

るように思われる。調査に協力してくれたあ

る華人経営者は，「これら流通支配型資本に

は自前の技術を育てようという姿勢がない」

と，この国の「業化の問題点を指摘している。

工業都市バンドン

　西ジャワ州の州都バンドンは人ll約150万，

周りを2千メートル級のIII々に囲まれた美し

い街である。人々は冗談めかしてバンドンの

ことを「この世の極楽」という。気候が涼し

いことに加えて，周囲のIII々から流れ出る清
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流が美女を育むからである。1955年にこの街

で開かれたアジア・アフリカ諸国会議のこと

を，参加した周恩来，ネルー，ナセル，そし

てスカルノら，戦後の偉大な政治指導者の名

とともに覚えておられる方も少なくないだろ

う。

　バンドンはしかしL場都市でもある。ジャ

カルタに比べていわばその氏素性は，はるか

にはっきりしている。この地域は占くから繊

維産業の発展を見たが，自動織機の普及とと

もに繊維機械部品1二業が成長した。また，バ

ンドンを中心にプリアンガン地方に広がる茶

・コーヒーなどのプランテーションは農産物

加．E機械の生産を促した。

　バンドンの工業基盤を支えるもう一つの柱

は相対的に高度な技術を備えた国営企業群で

ある。その創立をオランダ植民地支配ドの第

1次大戦時にさかのぼることのできる陸軍工

廠とそれに附属する中央機械工場。鉄道車両

製造工場の歴史も古い。これらの基幹i二場の

周りには関連ド請工場群が形成された。こう

した工業基盤の形成に対応してバンドンー科

大学が，1920年インドネシア最初の人学とし

て設置されている。こうした伝統は今1」に引

き継がれており，戦略産業としてインドネシ

アが誇る航空機製造一1．1nj3や電話通信機L場な

どもこの街に立地する。

小工場の作業風景。制服姿はこの規模ではめずら

しい。横断幕には「品質管理の精神で生産性向上

を」と書かれている。

国営企業とベンケル

　こうしたll業技術の集積は地域の中小一［業

の発展にさまざまな影響を与えている。何よ

りもまず，これら国営企業が技能養成機関と

して，地域経済に対して優れた人材を供給し

続けていることがあげられる。バンドンでお

世話になった生粋のスンダ人，ローマンさん

は1957年技術系中学を卒業と同時に，陸軍工

廠に入所。その後61年に中央機械1：場に転

勤，今年大尉で定年を迎えた。この一：つの工

場で受けた厳しい技術教育と経験をもとに，

ローマンさんは勤務のかたわら66年に町工場

を開いた。80年代半ばの最盛時には40人を超

える従業員を抱えるまでになった。インドネ

シアでは旋盤1台，溶接機1台を備えて白動

卓やオートバイの修理，部品の製造などを行

う町コニ場をベンケルと呼ぶ。給与の低い，し

かし就業時間の短い国営企業の従業員にとっ

て，副業（？）にベンケルを営むことは難し

いことではない。彼の話ではこうしたケース

はほかにいくらもあるという。ベンケル経営

者はまた民間企業からも供給される。ジャカ

ルタでもバンドンでもこれら町⊥場がそここ

こにあつまって店開きしているのを容易に見

ることができる。ただ，ベンケルから企業に

成長するケースはきわめて稀だといってよい。

プリブミ資本の連帯？

　国営企業からの外注は地元の中小企業に

とって重要な市場を形成する。調査企業の中

には売1：高の75％が鉄道ll〔両製造一r揚からの

受注で占められる企業もあった。その他電話

通信機工場や冠力公社の受注を受けている企

業は多い。国営企業ではないが，プリブミ

（純インドシア人）企業どうしの結び付きも

興味深いものがある。ブカカはジャカルタに
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本礼を置き，IL場設備，橋梁，空港設備など

の構造物をおもにてがける代表的なプリブミ

大企業である。86年に調査した際には従業員

規模は400名ほどであったが，現在は1，000名

を越すといわれる。このブカカから受注を受

けている企業が，調査した企業のうちバンド

ンで2社，ジャカルタでも1社あった。いず

れも従業員規模20－40人のプリブミ企業であ

る。そのうちバンドンのMIIe3は，歴史的に

はもっとも占い⊥場のひとつであるが，80年

代に入り事業活動が停ILしていた。ブカカの

総師はバンドン工科大学の出身で，学生時代

からこの工揚を良く知っていたが，実情を聞

いて機械設備の供ti－，仕事の発注など再建に

全画的な協力を行ったという。M工場の売L

高のうちブカカの占める割合は70％に及ぶ。

バンドンのもう1社もブカカからの受注は売

一Lの60％を占める。

日本製投映型切断機を操作する小工場の労働者。

あるために，そこからの受注を華人系中小企

業が受けるケースが圧倒的に多いように思わ

れる。プリブミ企業の受注先の多くは国営企

業であり，政府調達である。民間企業ではプ

リブミ資本のブカカや，パートナーがプリブ

ミで意識的にプリブミ企業育成政策をとって

きたナショナル・ゴーベルなどである。この

ようにll了場構造は民族別にかなり色分けが進

んでいるように思われる。

　こうした色分けはプリブミ中小企業には，

華人パートナーと組んだ外資系企業とりわけ

日系企業から排除されているように映る。そ

れを裏付けるような呂：い体験を語る経営者も

いた。繊維機械部lltlllで販売力と資金力で華人

企業に押され続けて来たこと，他方，プリブ

ミ中小企業の領分ともいうべき国営企業や政

府調達にも，華人系企業が資金力にものをい

わせて食い込んで来ているという現状も，ブ

リブミ企業の危機感を煽っているようだ。

　競争の論理が経済の体質強化にやがては結

び付くというのは常識だが，プリブミ企業に

おけるマーケッティングの弱さは植民地時代

の負の遺産ともいうべき面がある。その負の

遺産が開発政策の過程でむしろ増幅されて，

技術指向型の中小企業群が成長の芽を育むこ

とができない状況があるとすれば，この国の

長期的な経済発展に大きな損失となろう。

　　　　　　　【（財）中部産政研　研究員】

市場問題と民族問題

　調査をつうじての印象では，プリブミ企業

と華人系企業とでは市場の構造が目に見えて

異なるように思われた。インドネシアでは外

資導人を契機に飛躍的に工業化が進んだ。外

資系企業のパートナーの多くが華人系資本で
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長野県

～和木彩々，漆の持っ

　　独特の光沢と気品～

木曽漆器産業の平沢を訪ねて

　「木曽路はすべて山の中である。あるとこ
　　xは
ろは岨づたいに行く崖の道であり，あるとこ

ろは数卜問の深さに臨む木曽川の岸であり，

あるところはlliの尾をめぐる谷の人日であ

るD一

　藤村の1夜明け前［の冒頭の文句で良く知

られる木曽路、木曽檜としてイ∫名な1！琵富な森

林資源と，それを原材料にした木L芸品「木

曽漆器1が，ここ木曽で生まれ育ってきたこ

とは，ごく自然の流れであったのかも知れな

いっ

　というわけで，今llllは長野県は檜／l［村・1λ沢

の木曽漆器1二業協同紐合へおじゃまして，木

曽の漆器産業についていろいろ伺ってぎたr“

対応していただいた工藤事務局長

新材料発見が飛躍のジャンプ台

　木曽漆器の始まりは，今から600年前まで

さかのぼるというn記録では，富川町（今の

木曽福島町八沢）に屯源寺という孝があり，

そこにあった経箱が漆塗りでできていて，そ

の経箱の裏にi応永元年（1394年）？1引ll町
99　　

塗師加藤喜左工llll献納1という文字があった

と伝えられている，、また江戸時代には代官山

村家の庇1護により尾州藩に嘆訴して漆器業者

へ塙別に1檜物f’形1がド付されることとな

り，相当吊：の檜材が漆器の木地川として無代

伐採の恩恵を受けていた記録があるeそし

て一ll仙道の宿場や街道の整備がすすみ各国

からの商人や旅人が増えてくると，それらの

人のllコミで木曽物と称され木曽漆器のi，’1乏判

が広まった，、寛政年間（1789～1800年）にな

ると京都や大阪，江戸に「木曽物取次受売

店1ができたともいわれる。

　明治の初め頃，lliii期的な新材）ド1がここ平沢

　　　　　　　　　　　　　さこの近くで発見さ才1た。それは［錆111といわ

れる粘11で，鉄分を含イfした，非常に粒r一の

細かいものだった。これを漆にまぜて木地に

塗ることで製品強度を大巾にあげることが11J’

能になったt，また技術の吸収ということで，

数多くの職人が，当1持噂の高かった能登の輪

島へ出むき呂：労の末，輪島の技法を木曽へ持

ち帰ったn

　その後，太’F洋戦争中の倹約的雰川気のili

で，一時期衰退したものの，現在では，事業

者数216，従業者数1，230余名，イト問売り　Lげ

130億円以トの産裳に成長している，、
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4．伝統的に使用されてきた原材料を使って

　いるもの

5．一定の地域に生産者が集まっていること

　ド図では，木曽漆器の代表的な技法である
　　　　　　　　　ついしmp　　　　　　　　ろいろ
木曽変り塗り（木曽堆朱）と塗り分け呂色塗

りのIl程を示したものであるが，見ても分か

る通り完成まで10⊥程も必要とし，なおかつ

色漆を重ね塗りする場合は，それぞれの漆が

完全にかわくまで，後のll程には進めないと

いったものだ。手作業での工程が積み重ねら

れると，こんな小さな器ひとつにしても，莫

伝統と新しさのはざまの中で

　木曽漆器は，通産省大臣の指定する「伝統

工芸品」の指定を受けている。これは「伝統

的工芸品産業の振興に関する法律」に基づく

もので，ド記の要件を満たすことが必要とさ

れている。

1．毛として口常生活に使われるもの

2．ほとんど手作業で製造されたもの

3．伝統的技術や技法によって製造されたも

　の
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何度も，何度も手作業で漆が重ね塗りされる

大な時間が凝縮されていることを感じる。ま

た1塗師」10年ともi｛’われ，伝統的f法をマ

スターし一人前の「除師」として認められる

には，これまた長い年月を必要とされる。

　漆器を作るうえでの大切な環境条件として

適度な湿度と温度，さらにほこりがないこと

が要求されるF／今はだいぶ変わってきた様だ

が，片は窓が小さな薄暗いL蔵造りの建物か

1：房として使われていたということだr）

　こうした1伝rVe　．1を守っていくという大ぎ

な流れの中にも「新しいもの1へのll又り組み

もいろいろと模索されている、そのひとつが

新しい現代の材料（プラスチック等）への漆

’diりへの研究や漆に代わる塗料の研究だ。プ

ラスチックへの漆塗りに関しては木地の大lll：

生産がilJ’能になるだろうし，漆に代わる塗料

の開発に関しては，今後の原材料生漆の入手

何十軒もの漆器店が並ぶ平沢駅周辺

困難化がr想される中でこの漆器産業が将来

も存続していくためのカギになるものと考え

られている。

　しかしながら，対応してくれた木曽漆器i：

業協同組合の一L藤事務局長のtl’　esを借りれ

ば，［国の伝統に芸品指定の要件と新材料取

り人れとのかねあいが非常にむつかしい。」

とのこと。今後21田1紀の漆器産業を考えるう

えでは方向の選択がむつかしいものとなろう。

後継者の育成と地場産業の明日

　木曽漆器L業協1司組合では「木曽高等漆芸

学院1という養成学校を作っている、、これは

定時制の学校で，教育期間2イトF／授業料，材

料費一切不要。なおかつ檎川村からは奨学金

ももらえるというものだ。先に1梁師10年」

という，i’S，：があったが，従来の徒弟制度から

より学びやすい方向を目ざしているもので，

　盗む1から「学ぶ一［への技術の伝承形成の

変換をねらっている。

　ここ桝川村でも若名の「3KI離れがすす

み，また，塩尻や松本，諏訪まで1時問以内

という地の利もあり地尤の精密機械産業など

のサラリーマンになる人も多いとのこど，現

在漆芸学院で学んでいる人の’卜数が地元以外

からの人だということも考えると，今後，地

木曽漆器のかずかず
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元出身の若者の心にどう漆器産業の継承を訴

えていくかが課題となろう。

　そうした状況の中で，木曽郡11ケ町村で組

織する木曽広域行政組合では，今後の地場産

業振興の核として，「地場産業振興センター」

を計1由iしている。これは総事業費10億li」をか

けて，’F成6年3刀完成をめざして計画され

ているもので，センターには，漆器の実験1二

房や展示室，販売コーナーなどをそなえ，た

だ単に観光客向けの施設ではなく，将来をに

なう地元の若い人たちの心のよりどころとな

るような「センター」にしたいと願い計画さ

れている。企画立案の段階から地元の若い人

がメンバーに参加し，若い人の「思い」がこ

のセンターにたくさん生かされることを大い

に期待している。

おわりに

　今回初めて「漆器」というものを問近で拝

見させていただいたわけであるが，やはり

「良い物は良い」というのが率直な感想であ

る。ひとつひとつがすべてr製II嗣というよ

り「作lll削と呼びたくなるような風格が備っ

ている。今後ますます価値観が多様化し，そ

の一7i　li，」である「本物指向1が強まってくる

ことがf想される中で，長い伝統につちかわ

れた「木曽漆器」がますます発展すること

を，せつに願うものである。

　　　　　　　　　　　　【文責：事務局】

＼1／1
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　日本の高齢化は世界で例を見ない速さで進行しており，若年労働力の減少ともあわせて経済

成長の鈍化や，社会保障給付の増大に伴う国民負担率の上昇そして，活力の乏しい社会になる

のではないかとの懸念もある。

　今回はそうした高齢化社会の到来を前提として，国民生活や個人生活について取りあげ整理

した。

1　高齢化社会がやって来る
万人

1億2千

1億

’90 ’95 2000 2005　　　　　　2010 2015 2020　　　　　　2025

　図は厚生省人口問題研究所が推計した日本の将来人口をもとに作成したものである。それに

よると，65歳以上人口（老年人口）は平成9年頃に年少人口（15歳未満人口）を上まわり，30

年後には現在の倍の3，200万人となり，人口比率は25％（4人に1人）となる。

　また中位推計によると，日本の総人口のピークは2011年の1億3，040万人で以降減少し2014

年には1億人を下まわる。この中位推計の前提は，生涯未婚率は，現在の4％が11％，女性の

平均結婚年齢は27．2歳までと遅くなり，合計特殊出生率は，平成6年に1．46まで下り2025年に

1．80になるとし’亡いる。また，平均寿命は2025年に男78．27歳，女85．06歳とされている。
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皿　高齢化社会到来の背景

■平均寿命の長寿化
、藷

50

　

　

　

。

’

　

　

　

　

，

6

●一●男

or－O女

82．11歳

76．ll歳

一 データ出所；厚生省（H4．9）一

主要国の平均寿命

男
女
別

順
位 国　　名

平均
寿命

調査年

男

ー
ワ
臼
n
j
4
亡
0

日　　　本
スウェーデン

アイスランド
ス　　イ　　ス

ナランダ

76．11

74．79

74．58

73．90

73．67

1991

1989
1988

1988

1989

女
1
2
3
4
『
0

日　　　　本
ス　　イ　　ス

フ　ラ　ンス

オラソダ
スウェーデン

82．11

80．70

80．27

79．91

80．57

　1991
　1987
・　1987
　1989
　1989

　　戦購代明治野61

　一百歳以上の長寿者一

　　人

4，000

3，000

2，000

1，000

6263撃　2　3
（注）　調査年次は西暦

資料：「Demographic　YeatbookJ　1988　U．N．等

4，152人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　H4
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一データ出所；厚生省（H4．9）一

回死亡率の低下（人ロ千人当り）

2°人

㌦＿v．．．

10人

S1

国少産化の傾向（出生率の低下）

r

O
4
3
ワ
】
1

5．11

且3

一 データ出所：厚生省一

1．54

キンも百歳

　　ギンも百歳

　死亡率の大巾減少は，新生児お

よび乳児死亡率の低下カミ大きい

1000人当り S．22 S．60

新生児死亡率 31．4 8．0

乳児死亡率 76．7 5．5

　1．57ショック

　平成2年の合計特殊出生率が何

故大きく取りあげられたかという

と，ひのえ午（うま）の年（昭和41

年）の1．58を下まわったためであ

る。

S1　15　 35　45 正｛3

一データ出所：厚生省一
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囚女性の変化

　　　女性の晩婚化，未婚化率の上昇

25－29歳　未　婚　率　（％）工0　　　　　　20　　　　　　　30　　　　　　40

女性結婚年齢
　生涯未婚率
（45～54歳の平均）

一

一15．2
121．6

1．4％
1．9
3．4

1950年

　60

　70

　80

　90

■■國【＝＝：コ18・1

23．6歳
25．0
24．7
25．1
26．9

一

　　　　　　　　　24．0

『1 140．4

4．3

％

30

女性の大学・短大進学率の上昇

　　一浪人生を含む進学率一

データ出所；文部省「文部統計要覧」

％

oo

90

80

70

60

一 小川日大教授講演会資料一

　女性の職場進出

一 労働力率の推移一

50’蟄ミ
　　　　　rO’「」，
40

30

20

0
0

1

，，…恥副〆画♂’

　　　ノ
，ノイ、4

11召そ…114345474951535557596163♪r－　J，31

　41　　　　　　　　　　　　　2年
　資料出所　総務庁統，i　v・　，jl労働力調隔

　今年のNHK大河ドラマの主人公織田信長が吟じたという“人生たかが50年…”の人生50

年時代が昭和20年くらいまで続き，第2次大戦後40年余の問に人生80年時代となった。背景

に食生活，医療技術の発達などからくる死亡率の低下があげられる。

　また，少産化は日本の高齢化速度を推進する役割を果している。合計特殊出生率2．06人で

ちょうど人口を維持するに必要な数字であるというが，出生率1．54という低位のままで推移

すると約800年後には日本の人口はゼロになるという。その背景に主に女性の変化がある。

特に女性の高進学率などからくる晩婚化は出産にふなり影響があるとされる。つまり，高齢

出産から生起すると言われるダウン症児に対する恐れであるという（小川日大教授）。また，

未婚率の高さもr因していると思われる。
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皿　高齢者の現状

囮65歳以上の人ロは，

人ロピラミヅドミヅド

【

馬
1 置
1 1

1 1

1 ■
1 1

’ 1
1

1 1
1 1

置 冒

l
l

旨一一

1
1

1，622万人，総人口の13％

年齢　　人口比

85歳以ll　1．0％

80～84歳　1．7

75～79　　　2．5

70～74　　　　3．2

65～69　　　　4．6

人口万人

　127万人

　206

　313

　405

　571

一 主要国の状況一

スウェーデン

イ
ド

65歳以上13．0 1，622

　　　　　　　　　go

囮65歳以上の60％以上が有病者

ギ　　リ

イ

年齢階級別有病者率（人口千対）

78　　　　　　31

総数

25～34歳

45～54歳

65～74歳

ン

リ

ラ
メ

フ

ア

匿盟17．8％

ス K・…
・圏14．・

ス【■14．・

・屡≡12・5

調査年

（1990）

（1989）

（1989）

（1990）

（1989）

データ出所；総務庁統計局インフォメーショソ（’92．9．14）

14．6

　　　■入院者

　　　口通院者

　　　［コ日常就床者

　　　■1その他

　　　■傷病なし

　　　■不詳

資料出所；厚生省「国民生活

　　　　基礎調査」

圖65歳以上の3分の1以上が夫婦のみ，または1人で生活

平成2年

（参考）

昭和55年

囚趣味は多様化の傾向
　　　　余暇活動行動者率

　％

50

夫婦のみで生活

　　24．1％

S61年調査　　　　H3年調査

o－－Q60～64歳〔ト＿っ

　［トー一一｛｝65～69　　ロトー一一｛コ

ム’…一△70歳以上H

旅行　　　　園芸　　　運動としての運動としての
温泉めぐり　庭いじり　散歩　　　　体操

曜
工

日
大

資料出所；総務庁統計局

　　　　統計局インフォ

　　　　メーション
　　　　（’　92．9．14発表）

※行動者率とは「過去1年間に

行った」と回答した人の割合。

　5年前に比較すると割合が上っ

ており，多様化の傾向がわかる。

他には，ゲートボールは減少。囲

碁，将棋は横ばい。ゴルフは上っ

ている。

一祉会基本調査（総務庁）より一
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国65歳以上の4人に1人が労働力
％
㎝　

1

50

15　　20　　25
－ 19歳一24－29

30　35　40　55　65歳
一34－39－54－64以上
　一労働白書（平成4年版）一

●仕事をする理由

仕事をしていく能力
に自信がある

働けるうちは働くの
が常識

働くことが生きがい
だから

　％

27．5

15．9

21．4

健康を保つためによい　　10．4

ゆとりができるから

生活に困るから

9．2

7．3

日

一 主要国の状況一

ア　　メ　　リ

イ　タ　リ

イ　ギ　リ

フ

　　　男女計

本回25・2

・匿垂11・・

ア 【1・・6

ス騒…

　ド

（旧西ドイツのみ）

・ンス ■12・4

イ　・1■2・6

男

38．0

15．8

8．0

8．0

3．5

4．5

一総務庁統計局インフォメーションー

●仕事をしない理由

もう十分働いたから

健康が許さないから

やりたい仕事がみつ
からなかったから

仕事以外でやりたい
ことがあるから

生活のために働く必
要がないから

働き口がみつからな
かったから

25．9

17．9

15．9

14．1

10．3

8。7

一 在職中の生活と退職後の生きがい調査一1989．3．たばこ総合研究センター他

囹60歳代の収入源，生活費

oあなた及びあなたの配偶者の生活費は主とし
　て何で得ていますか。

働いて得た収入

公的年金

企業年金・退職金

貯蓄・個人年金

子供などの収入

60～64歳

51．2％

45．4

　1．3

　0．5

　0．9

65～69歳

15．8％

78．5

　1．4

　0．3

　2．1

厚生省「年金受給前後の生活実態調査1992．9」

o定年退職者の生活費は，平均月21万円

9万円以下

10～14万円

15～19

20～24

25～29

30～34

35万円以上

3．5％

13．6

27．2

33．2

11．8

8，3

2．6

データ出所；中部産政研平成元年調査

　総人口の13％を占める65歳の方の現状をいくつかのデータで示した。世界の中で最も高齢

まで働き，趣味の世界も広がりつつあるわけであるが，いつまでも健康でありたいと思う気

持ちは万人の願いである。経済企画庁の平成2年版「生活白書」によると，30歳から50歳の

中年の体力レベルは，20年前に比較すると平均10歳若返ったとしているが，現実には年齢と

ともに病気との付き合いも多くなる。

一 35一



IV　高齢化社会の課題，・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…

囲青年労働力減少による一〔轡鱗続が困難
　入　　　　一18歳人口の推移一
200万

100万

現在
（1992）

18年後
（2010）

一
日本の潜在成長率（単位：％）一

（時短を推進したケース）

86～

　90年

91～

　95年

96～

2000年

就業者数の伸び率一人当たり労働　　時間の伸び率

潜在成長率

　1．8

▲0．6

　4．5

　1．0

▲1．1

　3．2

　0．6

▲1．1

　2，9

一 日本債券信用銀行試算一

　18歳人口は着実に減少しており，現在の0歳児つまり2010年の18歳は，わずか120万人弱

となる。このことは労働力の高齢化が進行することを意味し，若い労働力前提の成長は望め

ず，機械化や合理化投資も要求される。また，団塊の世代ジュニアが消費者となるにつれ需

要は拡大するが供給が追いつかなくなり労働力不足に拍車がかかる。そして高賃金に陥りや

すく，コストプッシュによる物価高も懸念される。

回社会保障給付費の増大工購甥箒（福祉の後退）

％

対
国
民
所
得
比
（
対
総
入
ロ
比
》

社会保障給付費

の対国民所轟比

　繍
45423兆円

　〔100．e）

層 9°1、瑚

　　｛10．7｝

　　　　　　　　　　細識・16講

　　　　　　　　　　　　　　　　幌藩

昭和40414i4344454647捌9515152雛漁7鞠　　6162　　年度

％

50
一 国民負担率の推移一

　　　　　　認欝一
e．t・e・e’a・e・一”’

＼租税負郷

S45 H4

　社会保障給付費総額は44兆円（平成元年度

実績）であるが，高齢者の増加により伸長は

必至である。加えて社会保険料を支払ったり

税金を支払う人口の減少から，国民負担率は

上昇せざるをえない。高くなりすぎると負担

感が大きくなり働く意欲などに影響がでる。

また負担据え置きでは，財政が破綻するか，

支給水準等の切り下げになる。
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…　対応

囮高齢者雇用の推進

cg6）一律定年制における定年年齢階級別企業割合の推移
9D

80

70

60

　
　
0
0
0

0
0
5
4
3
ウ
『
－

4

2

人手不足下でも，高齢者の求職状況は厳しい

一 年齢階級別有力求人倍率一

　購。羅。。蕗5657・8596・616263平一灘及　織轡轡㍗9°霊
團1鱗蝶1灘羅欝鞭萎難　螺243444545964　X

　平成5年時点で60歳以上の定年年齢を定めている，あるいは予定している企業は約85％に達

し60歳定年は定着してきている。人手不足傾向ともあいまって高齢者の活用が促進されると思

われるが，有効求人倍率にみられるように高齢者雇用については改善の余地がある。

囮女性労働力の活用
　　　女性の労働力人口比率は過半数を越えた
　　％　　　年齢別労働力人ロ比率

　　　　　　　　　　　　　55～5965歳以上

囮年金制度の見直し
　　公的年金の65歳支給化の検討
髭　　一平成元年度の改訂法案一

30

25

20

15

題0

（19Se》　　｛1995，　　〔2000｝　　‘2005，　　｛2010｝　　こ2015｝　　｛2020，　　（2025｝

　日本の女性の就労パターンは“M字型”と

して知られているが，最近“V字谷”が少し

埋まり上昇している。しかし，この就労パ

ターンが早い時期に“台形型”になるかどう

かは疑問である。つまり，日本の社会の中に

「女性は家事，育児」という考えがあった

り，有配偶者が勤めにでることが可能な保育

施設や老人介護施設など体制の整備に時間が

かかるためである。

　年金制度見直しの最大の項目は，支給開始

年齢の65歳への繰り下げの問題である。平成

元年の改正案では，65歳に繰り下げ，保険料

率を段階的に26％にする必要があるとされて

いた。
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まとめ

　日本の社会というマクロ的な視点で見るとその課題は前ページのとおりであるが，人生80

年時代の今日，個人の視点では課題を不安ということに置き換えることが可能であろう。

　表は，現在働いている人に聞いた将来に対する不安であるが第1に経済的な基盤，第2に

健康，第3に生きがいそして仕事となっている。この傾向は多くの調査に共通した項目であ
る。

定年後の不安はなにか

一中部産政研調査（平成元年）より一

　　　　　　　　　　　　　　（M．A．）

第1位　経済的にゆとりのある生活が

　　　　　　　　　　　　できるかどうか不安

第2位　自分の健康に不安

第3位生きがいを持って暮らせるかどうか不安

第4位働きたいが，仕事があるかどうが不安

　　　　　　　　　　単位：％

全体45～4950～5455～59

68．0　　　　76．2　　　　67．6　　　　63．2

58．0　　　　57．6　　　　58．5　　　　57．0

43．0　　　　45．6　　　　42．5　　　　41．8

36．7　　 33．8　　　38．2　　　35。9

　経済的な基盤については，自助努力も必要であるが，政策・制度などによる社会のしくみ

の果たす役割が大きい。現在の年金制度のしくみでは，60歳以降も働くと年金受給額が減額

され損であるという風潮が強い。雇用しようとする側もこうした側面から思い切った制度を

構築できないでいる。平成6年に予定されている財政再計算そして，年金改正案についても

注目する必要がある。

　第2の健康については，自助努力や自己管理部分が極めて大きく，最も基礎的なことであ

りある意味では最も重要な項目と言えるからで，つまり次にくる生きがいや仕事のいずれに

ついても，健康が欠かせない事柄である。

　生きがいと仕事は密接な関係にある。仕事が生きがいという側面が日本人には強い。この

ことは高齢になってからも働く人の比率が先進国で群を抜いていることも1つの表れであろ

う。平成4年9月に取り纏められた産業構造審議会生涯学習振興部会の中間報告によると

「今後10数年間で高齢化する世代はこれまで工業化社会の中で会社の一員として仕事に没頭

してきたため，会社以外の場で生きがいを見いだしにくかった世代である」と指摘されてい

る。高齢者の活用が不可避である状況下においては，こうした働きたい世代にマッチしてい

るようにも思えるが，現実には高齢者向けの職場設計が不十分であったり，またサポートす

る処遇などの整備もこれからの課題といえる。

参考文献：・労働白書平成4年版，・「あなたの長寿社会読本」中島良雄著ダイヤモンド社，・厚生省

人口問題研究所「日本の将来推計人口」，’産業構造審議会生涯学習振興部会中間報告（平成4年9月8

日），・日本経済新聞記事「人口で読む経済変動」（平成4年4月23日から），CIAC（中部活性化セン

ター）講演会小川直宏日大教授（平成4年7月23日）資料，・総務庁「統計局インフォメーションMllO」

（平成4年9月14日）ほか
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講演要旨

第4回定例研究会
“

若年層の就業意識と定着”
　　　　　　パネルディスカッション

　このパネルディスカヅションは今年の定例研究会の締めくくりとして，コーディ

ネーター岩木氏の進行のもとに，パネリストとして伊藤氏には自動車産業の労働組合

の立場で，中井氏にはサービス接客業と若者の心をつかむ経営の立場で，小杉氏には

高校生の職業意識と就業後の意識変化について研究の立場で，鈴木氏には建設業の立

場でパネルディスカヅションをお願いした。

各氏の発言内容要旨は，次のとおり。

Oコーアイ不一ター

oパ　ネ　リ　ス　ト

○パ　ネ　リ　ス　ト

oパ　ネ　リ　ス　ト

○パ　ネ　リ　ス　ト

夫
之
嗣
子
好

秀
隆
政
礼
信

木

藤
井
杉
木

岩
伊
中
小
鈴

氏（日本女子大学人間社会学部助教授）

氏（自動車総連産業政策局長）

氏（株式会社千房代表取締役社長）

氏（日本労働研究機構副主任研究員）

氏（矢作建設工業株式会社人事部長）

　　　　　　　　　　　　（順不同）

今まであたり前と思うことが

　　　　　　　　大きな問題声に

〈岩　木〉

　今年度の調査研究テーマ“若年層の就業意

識と行動について”コーディネーターとして

係わっている。今，高卒技能系の入社2，3

年で離職した若年者に入社してから退職する

までの意識と行動，真の退職理由などを本人

から直接聞き取り調査をしており，私なりに

感じていることを率直に申しヒげて問題提起

とする。

　まず，第1点はかつては自動車産業も平成

景気で忙しくて，仕事に追いまくられ，直接

指導する職制がf分にケアーすることができ

なかった点である。

　第2点目には急に人手不足になった事から

採用基準を緩めて大量に採ったことから離職

が多く出たのではないかと思われる。

　第3点目は我々の世代にはあたり前，常識

と思われることが若年者にとってはそうでは

ないことが就業意識や行動の面で表われてき

ている。そして18歳人口が将来にわたって

減って行く中で，直接指導する管理監督者は

その点を踏えてケアーしていく必要がある。

自動車産業の構造的な問題に

　　　　　　　　　　　　メスを

〈伊　藤〉

　若年層の問題を考える視点は人手不足のた

めにそれだけに迎合した小手先の策では本格
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的な対策にならず構造的な問題点にメスを入

れるべきだ。また，アンケートなどの意識調

査からは平均的な対策にしかならず無理があ

り，直接の聞き取りが必要である。自動車産

業は組、ン1ラインが主体のため他産業に比べて

若年労働力を必要とする。若年者は自動帰〔が

好きだから入って来るが1年間で2割もやめ

た。何に幻滅を感じるのかというと，白動唯

に乗ることは好きだが造ることとは違うから

である。つまり，仕事がおもしろくない，き

つい，白分に合っていないのである。一方や

りがいを感じるのは，人閾関係が良い，暖か

みのある職場，仕事が自分に合っていること

である。自動車産業の問題の1つは，部品

メーカーの中小企業は人手の大量採用のあお

りで人が十分に採れない。いわば身内同1：で

取り合っている。もう1つの問題点は25歳ぐ

らいの中堅になりかかっている人がやりがい

をなくし辞めることである。

　若年層を考える時は人社2～3年rlと25歳

ぐらいに分けて考える必要がある。若年層の

年休付与日数の増加と夜勤など交替，変則勤

務をなくすなど，今まであたり前のこととし

て扱ってきたことを今後考えていかなければ

若年者対策にならない。

　自動車産業以外の人は自動車産業を企業間

競争が激しい，仕璽がきつい，自分のr・供は

自動卓産業で働かせたくないと思っている。

しかし，自動車に乗りたい人はいっぱいいる

し，日本経済を支える自動車産業をいかに永

続的に発展させるかが大きなポイントである。

　今の若者はおもしろい仕事を任せたらとん

でもない能力を発揮する。ライン作業を基本

とする自動車産業は個人の丁夫とか，「i山に

行動する余地が少ない。それを補うものとし

一
40

て，折り日，節目でほめることである。一番

身近かな人が評価してあげる。それが達成感

を味わえる1つである。

　白動車産業の構造的な問題点については平

成景気の過程で顕著になった経済原則を越え

た過当競争，横並び意識を変えていくことが

すべてのスタートである。

今の若者に責任なし，すべて

　　　　　　　　　管理職の問題

〈中　井〉

　中学を卒業して5年間J稚奉公をして，レ

ストラン経営の義兄のすすめもあって，保証

金・敷金なしが魅力でお好み焼き屋を始めた．，

その義兄からはたかがお好み焼きかと思って

馬鹿にしてはいかんと云われたことが心にの

こっている。力を合わせて働き，経営者とし

てお好み焼きにプライドを持つ，そのこと

が，従業員にもri信と誇りを持って働いても

らえることになる。若い従業員のニーズにこ

たえたことが，若いお客さんへの対策とな

り，国内，海外45店まで成長した。

　私は世の中からはみ出た非行少年を積極的

に採川し，長い時間をかけて教育して店長，

管理職へと昇格させている。我々のサービス

接客業は人間性，人柄が問われ，躾と礼儀作



法は大変重要である。今の若い人は飽食の時

代に生れ育ち，辛抱することや豊かな心が失

われている。これは若者の責任ではなく，教

えられていないのである。金や物をケえ待遇

を良くすることがすべてと思っている今の管

理職の責任である。物を与えれば㌻えるほ

ど，物を大切にする心，人のありがたさ，感

謝する心，親を大事にする，きれいにするな

どの教育が必要である。

　今の管理職は部ドの顔色ばかり見て，もの

を言わなすぎるし，教えなくてしからない。

その責任はすべて管理職にある。明るい管理

職と暗い管理職では離職率が違う。り」るい返

事には暗い話しは似合わず，朝一番の「おは

ようございます」は，はつらつと。部ドの小

言を言う管理職は自分がダメと言っているよ

うなもの。どんな秤度の低い部下でも愚痴を

こぼさず底」二げをはかれ。部ドが成長しない

のは管理職の責任だ。悪い事をした人の裁き

は「人を見て法を説け」「疑しきは罰せず」

「罪を憎み人を憎まず」「物をとるのも悪い

がそんな環境にした方がまだ悪い」という姿

勢で部ドを立派に成長させることだ。出来の

悪い社員ほど会社のピンチを救ってくれる。

今の若者は納得すれば本当に良く働く。人は

快適で，満足が得られ，夢のあるところに

集ってくる。感動を求めて，rl分自身の存在

感を認めてくれる所に集ってくる。

高校時代の職業意識は仕事を

　　経験することによって変る

〈小　杉〉

　高校1年生から同一対象者を卒業後3年ま

での間，職業に対する意識形成や勤労観につ

いて追跡調査した。その結果によると高校在

学中は普通の大人が考えるような職業意識を

持つ。つまり定職を持ち，1つの会社に努

め，ゆとりを持って働き，ずっと会社勤めを

したいという大人の受け売り的な考え方が大

半である。これが仕事を経験することによっ

てかなり変ってくる。

　つまり，「ずっと会社勤め」から「独立して

店を持つ」事に少し目が向いて来て，「ゆと

りを持って働く」は更に増え，1つの会社に

こだわらなくなってくる。「定職を持つ」も

少し薄れていく。そして離職傾向の強い人は

企業規模の小さい所に多く，また労働条件に

よる違いはあまり明らかでないが，女性では

週休2日制になっていない所でこの傾向が強

い。

　仕Fi｝：白体がおもしろいかどうかは離職へ大

きな影響をケえる。さらに昇進の見込みに女

性では男性との，男性では大卒との差を感じ

る人ほど離職傾向が強い。もう1つ，仕事に

のめり込めるかどうかは自分の考え方に対し

て影響をe」・えるような人に出合ったかどうか

も，影響をケえている。高校時代は1’1分が仕

事をする立場で物事を考えない。学校では勤

労観に直接かかわることが少ない。基本的に

は学校は勉強するところで，成績が良ければ

一流会社に入れる。過去の就職実績から就職

口が確保され，これにふりわけるような形で

ある。白分がどういう仕事に向いているかを

考えなくとも就職できるシステムである。本

人は自分で選んだ実感なしに会社に人ってく

るから辞めるノiも簡単である。1つは学校の

システムに問題があり，いま1つは，企業で

の仕艀の内容のおもしろさ，将来のLT∫能性が

みえるか，上司なり先輩の人間関係，先輩の
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生きざまが自分に響くような生き方の人に出

合えるかどうか，といった企業サイドの問題

である。

目に見えた物造りが達成感

　〈鈴　木〉

　建設業での若者の就業観は，個人の価値観

が多様化し，個性が出てきた昨今，従来に比

べて就職選択時に仕事の比重がドっている。

就職時に親なり，先生なりのアドバイスがあ

れば，「駄目なら転職すればいXや」という

安易な気持ちで就職する者が少なくない。建

設業は技術系が多いが，その志望理由を聞く

と，目に見えた形での物造り，後々まで残る

橋，ビルを造ってみたいというのが大きな理

由である。希望職種は設計，企画と答える者

も多く，その理由は夢とやりがいがあるから

と言っている。

　本来の仕事は施工現場が主流で，3Kと言

われる所もあるが，そこへ研修配属すると存

外頑張っている。研修カリキュラムによって

実務経験させるので半年で異動させる。職場

単位は所長以一ド4～5名の現場が多く，L司

との指導交流や実際に施一［現場で責任ある仕

事が出来る。おしなべて新入社員の離職率は

約10％と，きびしい環境Fのわりには頑張っ

ている。その理由は物造りが好きだという信

念を持ち，1つの工事をなしとげた時に達成

感を味わえる，職場単位が小さいため色々と

実務経験ができる，という点にあると思う。

　しかし，一般的に建設業は若者にイメージ

が悪いので業界あげてイメージの向Eに取り

組んでいる。大きな問題は，週休2日制の定

着と残業の削減である。そのため省力化，作

業環境の整備に力を入れている。休日の問題

は受注側，発注側で1二事期rlllの問題が出てき

ている。今の4週6休で計算している工事標

準を週休2目制で発注していただくようにす

るとか。又，下請，関連業者のH給制の問題

もある。

　今，学校，行政と我々3者で若年建設従「拝

者就職促進懇談会をひらいている。またパン

フレットを作ったり見学会も開いたりして若

い人に関心を持ってもらう為のPR活動も進

めているところである。

本稿は，平成4年8月24日に開催した第4【【11定例研究会の

講演要旨です、内容ご希望の方は，（財）中部産政研までご

連絡トさい、

　　　　　　　　　　　一文責　事務局一
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産政研だより

（’92年8月1日～10月末までの主な活動）

～ 8月9口☆第4期調査研究テーマの一貫として若年退職者の聞き取り調査を実施

　　　　　　　技能系の若年退職者21名に対し，入社してから退職するまでの職業観J一退職

　　　　　　理由などについて面接調査を実施した。

8月5H　☆韓国労働研究院社会学博士，金勲氏と意見交換

　　　　　　　日本労働研究機構の招きにより，来口中の金勲客員研究員が“企業福祉（生

　　　　　　涯総合福祉プランの実態）調査”のため来訪。

8月24H　☆第9回（臨時）理事会・評議員会の開催

　　　　　　　平成5年8刀22日で財団法人化5周年を迎えるための記念事業（資料室の設

　　　　　　置，記念出版）と第5期役員改選の両案件が審議され承認された。

　　　　☆第4回定例研究会の開催

　　　　　　　事例研究“若年層の就業意識と行動”の最終llilとして講師に岩木秀夫氏（日

　　　　　　本女f人学助教授），中井政嗣氏（㈱千房社長），鈴木信好氏（矢作建設工業㈱人

　　　　　　事部長），小杉礼子（口本労働研究機構副主任研究員），伊藤隆之氏（自動車総連

　　　　　　産業政策局長）をお招きしてパネルディスカッションを実施した。　P39参照

　　　　　☆第4期調査研究第5回専門委員会の開催

　　　　　　　若年退職者の聞き取り調査の中問報告とノ》年の新人社員の動向について論議。

8　J］　3011☆第4期調査研究第6回事務局会議

～ 9　Jj　1日　　　若年層の意識や行動に関するアンケートの設計。

9刀14目　☆中部産政研主任研究員の交代

　　　　　　　梶田宣孝L任研究員が職場に復帰し，後任として佐宗正典｝三任研究員が新し

　　　　　　　く着任した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P45参照

9J」2111☆第4期調査研究第6回専門委員会

　　　　　　　若年層の意識や行動に関するアンケートの検討

　　　　　☆アンケート調査最終確認の第7回事務局会議

10月9H　☆第5回3研究所合同シンポジウムの開催（主催）

　　　　　　　産研センターと関西産研の協賛のもと，トヨタ・カバハウスで197名の参加

　　　　　　　者を符て開催した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P44参照

10J］　2011☆第4期調査研究第8回事務局会議
　　　　　　　　アンケート（10月展開）集計方法検討および，今後の日程などについて論議。

10Jj　2311☆季刊誌「産政研」No．1　6　AUTOMNEの発行

　　　　　　　“高齢化と労働”を基調にして秋号を発行

10月25日　☆3研究所共催イギリス労働事情視察交流の実施

　　　　　　　　イギリスのジム・コンウェイ記念財団との交流を目的に実施。中部産政研か

　　　　　　　ら1一亀義則事務局長が参加。
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一 第5回 3研究合同シンポジウムを

トヨタ自動車労働組合“カバハウス”で開催一

統一テーマ

　　21世紀に向けた労使のあり方

一多様化と国際化に向けての対応一

　中部産政研は，㈹国際産業・労働研究セン

ター（略称；産研センター）と㈹関西国際産

業関係研究所（略称；産研）の協賛のもと，

第5回3研究所合同シンポジウムを去る10刀

9日トヨタ自動車労働組合“カバハウス”で

197名の参加を得て盛大に開催した。

　この3研究所は関東・中部・関西で主に産

業・労働問題を研究する公益法人でいずれも

労働省の許可を受けた研究所である。

　その研究所が年1回，［頃の研究成果を発

表しあい研讃を深める場であり，毎年持ち廻

りで開催しており，今回は中部産政研が毛管

で開催したものである。21世紀を目前に控

え，我が国の政治・経済・社会はかつてない

危機に直面しており，バブル崩壊後，景気は

一段と冷え込み，内外に明るさが見えない中

で高齢化社会を迎え，若年層の意識・行動は

多様化し，国際化は1段と進んでいる今，労

使のあり方が問われている。

　そこで，今回は統一テーマを「21世紀に向

けた労使のあり方」　多様化と国際化に向け

ての対応　とかかげ，梅村理事長の主催者あ

いさつに続いて，基調講演としてトヨタ白動

屯株式会社　代表取締役・取締役副社長　磯

村巌氏より「211U：紀に向けた人’1｝：戦略」，産

研センター理事長兼松下政経塾塾長兼鉄鋼労

連最高顧問　宮川義1氏から「これからの労

使のあり方」と題して講演をいただき，さら

に3研究所がH頃研究している内容の発表し

た。研究発表は，中部産政研から「若年層の

就業意識と定着」を南山人学藤原道夫助教授

が，産研センターから「流通業におけるパー

ト等非正規従業員の就業実態と意識」を稲垣

武晴k任研究員が，産研から「韓国企業の雇

川・人事管理・労使関係に関する実証的研

究」を同志社人学香川孝一三教授がそれぞれお

こないました。

　本シンポジウムの講師をつとめてくださっ

た皆様，ご参加くださった皆様，本会場運営

にご協力くださった皆様に対し厚くお礼を申

し1，げます，、
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〈研究スタッフ紹介〉

　　　　　　さそう　　まさのり
主任研究員　佐宗　正典

騨

欝
　9月14日付けで，アイシン労働組合より派遣され着任。全トヨタ労連執行委員企画部長も兼

ねる。アイシン精機株式会社の職場で活躍中のところを上部派遣役員として抜擢された。独身

とは思えないほど落ち着いた中にも，さり気なく語る話には説得力と鋭い洞察力が感じられる。

　今後，（財）中部産政研に大きな力を与えてくれると思います。

〈プロフィール〉

　昭和37年5月岡崎市に生まれる。昭和61年3月東北大学教育学部を卒業。同年4月アイシン

精機株式会社に入社。同社新豊工場工務課で新製品の生産準備を担当。サンルーフに関しての

オーソリティーとして技術部からも一目おかれている。平成4年9月12日の全トヨタ労連第21

回定期大会で選任され，第15期の常任執行委員となる。

〈本人からのメッセージ〉

　（抱負）

　体を使う業務から頭を使う業務へのスイッチで少々戸惑っていますが，生産現場で鍛えた

行動力でバリバリ仕事をしたいと思っています。中部産政研の仕事は，自ら蓄積したものを

外に向かって働きかけなければならないのですが，まずは，自分自身にしっかりとしたもの

を蓄積していきたいと考えます。

（趣味）

渓流釣り，ちなみに本年度のあまご，いわなの釣果は62匹，最大寸35㎝。その他，ゴル

フ，スキー，広く浅くで何でもこなします。

（家族）

岡崎で両親と猫3匹と同居，妹1人，弟1人。
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編集後記一

☆本号は“高齢化と労働”を基調に編集した。

　　今更111すまでもなく，今や日本の総人［1の約13％，1，622万人が65歳以Lの高齢者であり，

　’li．均寿命も男76歳，女82歳（’lz成3｛卜）dll界一の超長寿国となった。そして，きんさん，

　ぎんさんに代表される100歳以ヒの方が4，152名（’F成4年）と，IEに一III：紀を生き抜いてこ

　られている。本来，長生きはめでたいことであり，明るい面でとらえたいが，私など50歳台

　も後半になると，「もしかしたらぼけ老人になるんではないか」，あるいは「ガソになるんで

　はないか」，「心筋梗塞で倒れるのではないか」という不安が、Zち込めてくる。

☆今，若者は3K（きつい，きたない，きけん）を嫌うが，高齢者にとっても3K不安がある。

　つまり，経済（お金），健康，心の不安であり，これがまさに高齢者の3Kといえる。

　　最近，2階建ての老夫婦家庭が増えてきているという。これはどういうことかというと，

　自分が定年になっても両親の面倒を見なければならない時代であるという．そう考えると，

　これから迎える21　IH：紀は正に高齢者が豊かで活力ある長寿社会を生きるためにはどうあるべ

　きかを考える時代のような気がする。

☆少産少死の今日，一人息子に老後を頼れるかといえば，心の支えにはなっても最後の面倒は

　どうしても市町村や地域白治区に頼ることになる。その意味で隣近所，地域におけるコミュ

　ニケーションとネットワークづくりが重要になってくる。

　　我が妻に，「女性は男性より5～6年長生きするから，俺の最後の面倒，介護ば頼むよ」と

　言ったら，妻日く「こんな頑固な勝手な人は知らん，それよりも私白身はどうなるのよ1

　と，我が家のお茶のみ話も真剣に考えなければならない時代に来ていることだけははっきり

　している。

発　行　人
編集・発行所

印　刷　所

AUTOMNE

　　　　　　　　　　1992年（平成4年）10月23日発行

梅　村志　郎
財団法人中部産業・労働政策研究会

〒471愛知県豊田市山之手8丁目131番地　電　話0565－27－2731

　　　　　　　　愛知労済豊田会館3F　FAXO565－27－2259

㈲第一プリント社

岡崎市八帖北町16番地1TELO564－24－1881　FAX　O564－24－3925
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